
人口と世帯

安 中 地 域
松井田地域
合 計

日本人住民
男 女 男 女
22,455
6,783
29,238

23,024
7,141
30,165

172
28
200

225
56
281

外国人住民

合　計　59,884人
世帯数　24,510
（平成28年7月末日現在）

主な内容
Ｐ２-３　防災　９月１日は「防災の日」です

Ｐ４-５　お知らせします。臨時福祉給付金

Ｐ６　　子ども議会が初めて開催されました

子どもが考える未来
～子ども議会が開会～
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　８月７日（日）に、市内の中学生２２人が子ども議員とな
り参加した「子ども議会」が開催されました。子ども議員
自ら考えてきた質問を本会議場で茂木市長、桑原教育長に
質問し、答弁を受けました。（詳細は、６ページをご覧くださ
い。）
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「10 周年　ふるさと安中　かがやく未来」
安 中 市 合 併 10 周 年 記 念

キ ャ ッ チ フ レ ー ズ 最 優 秀 作 品
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皆さんの声をお待ちしております
　市役所　、　、各地区の公民館・生涯学習セ
ンターに、皆さんの声をお聞きするため、「市民
の声」を投函できるポストを配置しております。
　皆さんが日ごろ感じていることやご意見など
をぜひお聞かせください。

本 松

　碓氷峠を舞台とした高低差４００ｍを走破する「碓氷峠ラン１８４」
が今年も開催されます。

エントリー締め切りは、９月１６日（金）となっております。
　申し込みおよび詳細については、碓氷峠ラン 184 のホームページ
（http://www.sanspo-jigyo.com/usuirun/）をご覧ください。
※大会当日は、交通規制もありますのでご注意ください。

　安中市文化センターでは、「TSUKEMEN LIVE ２０１６」を
開催します。２ヴァイオリンとピアノのインストゥルメンタ
ル・ユニット「TSUKEMEN（ツケメン）」。
　マイク・スピーカーなどの音響装置を通さずに、楽器本来の
持つ｢生音｣にこだわったLIVEを世界中で展開しています。
　クラシックはもちろん、映画音楽、ジャズ、ゲーム音楽から
アニメ曲まで多彩な楽曲を演奏する予定です。ぜひ、ご来場く
ださい。
公演日時 ▼10月8日（土）午後３時～（開場：午後２時30分）
場　　所 ▼文化センター　ホール
主　　催 ▼安中市教育委員会
※文化センター窓口にてチケット好評販売中。
※電話受付も行っております。
※３歳以下の入場不可。

「TSUKEMEN LIVE ２０１６」

全席指定
前売
当日

一　般
３,５００円
４,０００円

元シンクロナイズド
スイミング日本代表

大会ゲスト
大会ゲスト

青木愛さんと

　　　一緒に走ろう青木愛さんと

　　　一緒に走ろう

今年も開催決定！

碓氷峠國盗り綱引き合戦！！
今年も開催決定！

碓氷峠國盗り綱引き合戦！！

１０/２２（土）

開催
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〇
市
町
村
が
発
令
す
る
避
難
に

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
ご
存
じ

で
す
か

■
避
難
準
備
情
報
と
は
？

　人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能

性
が
高
ま
っ
た
状
況
で
発
令
さ

れ
ま
す
。
避
難
行
動
に
時
間
を

要
す
る
人
は
こ
の
段
階
で
避
難

を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

■
避
難
勧
告
と
は
？

　人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能

性
が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
状
況

で
発
令
さ
れ
ま
す
。
こ
の
段
階

で
は
、
避
難
勧
告
の
対
象
範
囲

に
い
る
全
て
の
人
が
避
難
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
避
難
指
示
と
は
？

　人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能

性
が
非
常
に
高
い
と
判
断
さ
れ

た
状
況
で
発
令
さ
れ
ま
す
。
こ

の
段
階
で
は
避
難
指
示
の
対
象

範
囲
に
い
る
全
て
の
人
は
直
ち

に
避
難
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。　た

だ
し
、
「
避
難
」
＝
「
避

難
場
所
や
避
難
所
へ
行
く
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
命
を
守
る
た

め
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ

と
で
す
。
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ

た
場
合
な
ど
、
状
況
に
よ
っ
て

は
避
難
場
所
や
避
難
所
に
と
ら

わ
れ
ず
に
、
自
宅
の
2
階
以
上

へ
の
垂
直
避
難
な
ど
も
含
め
て

そ
の
場
そ
の
と
き
の
最
も
安
全

と
思
わ
れ
る
場
所
で
命
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

〇
気
象
用
語
に
つ
い
て
ご
存
じ

で
す
か

■
注
意
報
と
は
？

　大
雨
や
強
風
な
ど
に
よ
っ
て

災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る

と
き
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
行

う
予
報
で
す
。

■
警
報
と
は
？

　重
大
な
災
害
が
起
こ
る
お
そ

れ
の
あ
る
と
き
に
警
戒
を
呼
び

か
け
て
行
う
予
報
で
す
。

■
特
別
警
報
と
は
？

　警
報
の
発
表
基
準
を
は
る
か

に
超
え
る
豪
雨
な
ど
が
予
想
さ

れ
、
重
大
な
災
害
の
危
険
性
が

著
し
く
高
ま
っ
て
い
る
場
合
に

発
表
さ
れ
ま
す
。
特
別
警
報
が

発
表
さ
れ
た
ら
、
た
だ
ち
に
命

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
特
別
警
報
が
発
表

さ
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
安
心

す
る
こ
と
は
禁
物
で
す
。
大
雨

な
ど
に
お
い
て
は
、
時
間
を

追
っ
て
段
階
的
に
発
表
さ
れ
る

注
意
報
、
警
報
な
ど
を
確
認
し

て
、
早
め
早
め
の
行
動
を
と
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

■
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
と

は
？　大

雨
警
報
発
表
時
に
、
現
在

の
降
雨
が
そ
の
地
域
に
と
っ
て

災
害
の
発
生
に
つ
な
が
る
よ
う

な
、
稀
に
し
か
観
測
し
な
い
雨

量
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た

め
に
発
表
さ
れ
る
情
報
で
、
大

雨
を
観
測
し
た
観
測
点
名
や
市

町
村
な
ど
を
明
記
し
て
い
ま

す
。

■
土
砂
災
害
警
戒
情
報
と
は
？

　大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）
が

発
表
さ
れ
て
い
る
状
況
で
、
土

砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
さ
ら

に
高
ま
っ
た
と
き
に
、
住
民
の

自
主
避
難
の
判
断
の
参
考
と
な

る
よ
う
、
対
象
と
な
る
市
町
村

を
特
定
し
て
警
戒
を
呼
び
か
け

る
情
報
で
す
。
土
砂
災
害
警
戒

区
域
な
ど
に
お
住
ま
い
の
人

は
、
特
に
早
め
の
避
難
が
重
要

で
す
。

〇
避
難
す
る
施
設
や
場
所
に
つ

い
て
ご
存
じ
で
す
か

■
指
定
緊
急
避
難
場
所
と
は
？

　災
害
に
よ
る
危
険
が
迫
っ
て

い
る
状
況
で
、
指
定
避
難
所
ま

で
避
難
す
る
こ
と
に
危
険
が
伴

う
場
合
な
ど
に
、
緊
急
的
・
一

時
的
に
命
を
守
る
た
め
の
場
所

で
す
。

■
指
定
避
難
所
と
は
？

　地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害

で
被
災
し
、
自
宅
で
生
活
で
き

な
い
人
が
一
定
期
間
生
活
す
る

た
め
の
施
設
で
す
。

　平
時
か
ら
災
害
対
応
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
や
被
災
歴
な
ど
を
参
考

に
危
険
性
が
高
い
場
所
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
万
が
一
の
時

で
も
、
安
全
・
確
実
に
避
難
で

き
る
よ
う
に
避
難
す
る
場
所
や

避
難
経
路
に
つ
い
て
も
確
認

し
、
家
族
で
共
有
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

3

防 
災
防 
災

毎
年
9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す

毎
年
9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す

　9
月
1
日
は
、
1
9
2
3
年
（
大
正
12
年
）
に
関
東
大
震
災
が
発

生
し
た
日
で
あ
り
、
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
時
期
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
昭
和
35
年
の
閣
議
で
の
了
解
に
よ
り
「
防
災
の
日
」

と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　防
災
の
日
は
「
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
災
害
に
対
処
す

る
心
構
え
を
準
備
す
る
日
」
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
防

災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

問
合
せ
▼

危
機
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課
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本
避難の流れ

自宅が被災し
生活できない

被害がない

災害による危険がない

災害による危険が迫っている

避難場所へ行く
余裕がない

平成２７年９月関東・東北豪雨による鬼怒川決壊の様子

平成２７年９月に上後閑で発生した土砂災害

提供：国土交通省関東地方整備局

現
在
の
状
況
の
確
認
気
象
情
報
や
避
難
勧
告
な
ど）

指
定
緊
急
避
難
場
所
・

指
定
避
難
所

指
定
避
難
所

自
宅
に
被
害
が
あ
る
か
確
認

そ
の
と
き
最
も
安
全
と

思
わ
れ
る
場
所
へ

災
害
が
発
生
ま
た
は

発
生
す
る
可
能
性
が
高
い自

宅

避難の流れ

自宅が被災し
生活できない

被害がない

災害による危険がない

災害による危険が迫っている

避難場所へ行く
余裕がない

災
害
に
よ
る
危
険
が
な
く
な
る
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、
家
族
で
共
有
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

3

防 

災
防 

災

毎
年
9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す

毎
年
9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す

　9
月
1
日
は
、
1
9
2
3
年
（
大
正
12
年
）
に
関
東
大
震
災
が
発

生
し
た
日
で
あ
り
、
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
時
期
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
昭
和
35
年
の
閣
議
で
の
了
解
に
よ
り
「
防
災
の
日
」

と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　防
災
の
日
は
「
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
災
害
に
対
処
す

る
心
構
え
を
準
備
す
る
日
」
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
防

災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

問
合
せ
▼

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係
（
☎
内
線
1
1
3
1
）

本
避難の流れ

自宅が被災し
生活できない

被害がない

災害による危険がない

災害による危険が迫っている

避難場所へ行く
余裕がない

平成２７年９月関東・東北豪雨による鬼怒川決壊の様子

平成２７年９月に上後閑で発生した土砂災害

提供：国土交通省関東地方整備局

現
在
の
状
況
の
確
認
気
象
情
報
や
避
難
勧
告
な
ど）

指
定
緊
急
避
難
場
所
・

指
定
避
難
所

指
定
避
難
所

自
宅
に
被
害
が
あ
る
か
確
認

そ
の
と
き
最
も
安
全
と

思
わ
れ
る
場
所
へ

災
害
が
発
生
ま
た
は

発
生
す
る
可
能
性
が
高
い自

宅

避難の流れ

自宅が被災し
生活できない

被害がない

災害による危険がない

災害による危険が迫っている

避難場所へ行く
余裕がない

災
害
に
よ
る
危
険
が
な
く
な
る
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お知らせします。 臨時福祉給付金。
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
装
っ
た

〝
振
り
込
め
詐
欺
〞
や
〝
個
人
情
報
の
詐
取
〞
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●申請・問合せ先
　平成２８年１月１日時点で住民票がある市町村が申請先となります。
　安中市が申請先となる人は、下記窓口が給付金の申請窓口です。
　　福祉課社会福祉係（内線１１５３）　　住民福祉課福祉子ども係（☎３９３-７０７０（直通））

●申請受付期間
　９月１２日（月）～１月２０日（金）　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
　※郵送申請の場合、１月２０日（金）必着
　
●提出書類
　申請書（対象者と思われる人あてに、9 月中旬頃郵送いたします。）

本人確認書類
　住民基本台帳カード、運転免許証、健康保険証、パスポートなどいずれかの写し

指定した口座が確認できる書類
　金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかる通帳、またはキャッシュカードの写し

支給対象者

支　給　額

平成２８年度分の住民税（均等割）が
課税されていない人が対象です。
ただし、以下の場合は対象となりません。

・平成２８年度分の住民税（均等割）が課
　税されている人に扶養されている場合

・生活保護や中国残留邦人等に対する支援
　給付を受給している場合

・給付金の支給決定がされる前に亡くなら
　れた場合　など

平成２８年度臨時福祉給付金支給対象者の
うち、平成２８年 5月分の障害基礎年金ま
たは遺族基礎年金を受給している人が対象
です。
ただし、以下の場合は対象となりません。

・高齢者向け給付金（低所得の高齢者向け
　の年金生活者等支援臨時福祉給付金）を
　受給された人

平成２８年度臨時福祉給付金 年金生活者等支援臨時福祉給付金
（障害・遺族基礎年金受給者向け）

１人につき　３千円（1回かぎり）

基　準　日 平成２８年１月１日

1人につき　３万円（1回かぎり）

申請書に添付していただくもの

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町
村
や
厚
生
労
働
省（
の
職
員
）を
か
た
っ
た
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
り
、
不
審
な
郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
、
最
寄
り
の
警
察
署

ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受　付　期　間　・　申　請　方　法

支　　給　　要　　件平成２８年度臨時福祉給付金・年金生活者等支援臨時福祉給付金対象者診断チャート

●原則として、申請期間外の申請や申請先と異なる市町村への申請は受け付けられません。
●申請期間などは、各市町村により異なります。安中市以外が申請先となる人は、事前にその市
　町村に問い合わせるか、ホームページなどで確認するようにしてください。
●平成２６年度及び平成２７年度に支給した給付金、高齢者向け給付金については、申請期間が終
　了しているため、受け付けできません。

1．平成２８年度分の住民税（均等割）は課税されていますか？
　　　　　いいえ　　　　　はい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　支給対象外です。
2．平成２８年度分の住民税（均等割）が課税されている人に扶養されていますか？
　　　　　いいえ　　　　　はい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　支給対象外です。
3．生活保護などを受けていますか？
　　　　　いいえ　　　　　はい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　支給対象外です。
4．平成２８年５月分の障害基礎年金または遺族基礎年金を受給しましたか？
　　　　　いいえ　　　　　はい

　　　　　　　　5．高齢者向け給付金（３万円）を受給しましたか？
　　　　　　　　　　　　　はい　　　　　　　いいえ

7．平成２８年度臨時福祉給付金（３千円）及び年金
　  生活者等支援臨時福祉給付金（３万円）の支給対
　  象となる可能性があります。

6．平成２８年度臨時福祉給付金
　  （３千円）の支給対象となる
　  可能性があります。

ご　　注　　意

平成２８年度
臨時福祉給付金
消費税率引上げによる低所得者の

負担軽減のため、給付金を実施します。

年金生活者等支援
臨時福祉給付金

（障害・遺族基礎年金受給者向け）

賃金引上げの恩恵が及びにくい低年金受給者
の支援のため、給付金を実施します。

対象者 対象者

平成２８年度住民税（均等割）
が課税されていない人 障害基礎年金・遺族基礎

年金を受給している人
・扶養者が課税されている場合
・生活保護の受給者　など以外

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

本 松
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お知らせします。 臨時福祉給付金。
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
装
っ
た

〝
振
り
込
め
詐
欺
〞
や
〝
個
人
情
報
の
詐
取
〞
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●申請・問合せ先
　平成２８年１月１日時点で住民票がある市町村が申請先となります。
　安中市が申請先となる人は、下記窓口が給付金の申請窓口です。
　　福祉課社会福祉係（内線１１５３）　　住民福祉課福祉子ども係（☎３９３-７０７０（直通））

●申請受付期間
　９月１２日（月）～１月２０日（金）　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
　※郵送申請の場合、１月２０日（金）必着
　
●提出書類
　申請書（対象者と思われる人あてに、9 月中旬頃郵送いたします。）

本人確認書類
　住民基本台帳カード、運転免許証、健康保険証、パスポートなどいずれかの写し

指定した口座が確認できる書類
　金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかる通帳、またはキャッシュカードの写し

支給対象者

支　給　額

平成２８年度分の住民税（均等割）が
課税されていない人が対象です。
ただし、以下の場合は対象となりません。

・平成２８年度分の住民税（均等割）が課
　税されている人に扶養されている場合

・生活保護や中国残留邦人等に対する支援
　給付を受給している場合

・給付金の支給決定がされる前に亡くなら
　れた場合　など

平成２８年度臨時福祉給付金支給対象者の
うち、平成２８年 5月分の障害基礎年金ま
たは遺族基礎年金を受給している人が対象
です。
ただし、以下の場合は対象となりません。

・高齢者向け給付金（低所得の高齢者向け
　の年金生活者等支援臨時福祉給付金）を
　受給された人

平成２８年度臨時福祉給付金 年金生活者等支援臨時福祉給付金
（障害・遺族基礎年金受給者向け）

１人につき　３千円（1回かぎり）

基　準　日 平成２８年１月１日

1人につき　３万円（1回かぎり）

申請書に添付していただくもの

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町
村
や
厚
生
労
働
省（
の
職
員
）を
か
た
っ
た
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
り
、
不
審
な
郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
、
最
寄
り
の
警
察
署

ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受　付　期　間　・　申　請　方　法

支　　給　　要　　件平成２８年度臨時福祉給付金・年金生活者等支援臨時福祉給付金対象者診断チャート

●原則として、申請期間外の申請や申請先と異なる市町村への申請は受け付けられません。
●申請期間などは、各市町村により異なります。安中市以外が申請先となる人は、事前にその市
　町村に問い合わせるか、ホームページなどで確認するようにしてください。
●平成２６年度及び平成２７年度に支給した給付金、高齢者向け給付金については、申請期間が終
　了しているため、受け付けできません。

1．平成２８年度分の住民税（均等割）は課税されていますか？
　　　　　いいえ　　　　　はい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　支給対象外です。
2．平成２８年度分の住民税（均等割）が課税されている人に扶養されていますか？
　　　　　いいえ　　　　　はい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　支給対象外です。
3．生活保護などを受けていますか？
　　　　　いいえ　　　　　はい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　支給対象外です。
4．平成２８年５月分の障害基礎年金または遺族基礎年金を受給しましたか？
　　　　　いいえ　　　　　はい

　　　　　　　　5．高齢者向け給付金（３万円）を受給しましたか？
　　　　　　　　　　　　　はい　　　　　　　いいえ

7．平成２８年度臨時福祉給付金（３千円）及び年金
　  生活者等支援臨時福祉給付金（３万円）の支給対
　  象となる可能性があります。

6．平成２８年度臨時福祉給付金
　  （３千円）の支給対象となる
　  可能性があります。

ご　　注　　意

平成２８年度
臨時福祉給付金
消費税率引上げによる低所得者の

負担軽減のため、給付金を実施します。

年金生活者等支援
臨時福祉給付金

（障害・遺族基礎年金受給者向け）

賃金引上げの恩恵が及びにくい低年金受給者
の支援のため、給付金を実施します。

対象者 対象者

平成２８年度住民税（均等割）
が課税されていない人 障害基礎年金・遺族基礎

年金を受給している人
・扶養者が課税されている場合
・生活保護の受給者　など以外

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

本 松
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　市では、だれでも気軽に集まり交流することで、支え
合う地域づくりの推進を図るため、その交流の場として
空き家を利活用する場合に、リフォーム費用の一部を補
助します。
　手続や条件など詳細は、窓口でご相談ください。

家リフォーム事業費補助金制度を開始
～地域づくりの場、交流の場として空き家を改修しませんか～

問合せ ▼　地域創造課地域政策係（☎内線２６３１）

空

　自衛隊では、次のとおり自衛官を募集しています。募集している種目などは次のとおりで
す。応募要綱は、自衛隊群馬地方協力本部またはホームページから入手できます。
問合せ▶自衛隊群馬地方協力本部（☎ 326-1761）
ホームページアドレス▶ http://www.mod.go.jp/pco/gunma/

自

松

松

地域交流活動を行う個人または団体

申込日において空き家である戸建て住宅

①地域交流活動を行うために必要なリフォーム工事（屋根、内装、トイレ、バリア
フリー化の工事など）
②市内の業者に発注して行う工事であること。
※法人の業者にあっては本店（本社）が市内にある業者に限ります。
※見積書・請求書・領収書が市内の事業所で発行できる業者に限ります。
③平成29年3月31日（金）までに完了する工事であること。

・補助対象経費に３分の１を乗じて得た額（千円未満切り捨て）
・交付限度額100万円

申込場所：　地域創造課
申込時間：午前８時30分～午後５時15分
※郵送では申込みできません。
※土・日曜日、祝日、年末年始の閉庁日は申込みできません。

・申し込み前に必ずご相談ください。
・補助金の交付は交付年度に関係なく、申請者および空き家につき、１回限りです。
・すでに着工または完了しているリフォーム工事は対象外です。
・予算の範囲内において実施しますので、予算に達した場合には受け付けを終了し
　ます。

補 助 対 象 者

補 助 対 象 住 宅

補 助 対 象 工 事

補 助 金 額

申 込 み

注 意 事 項

衛官募集
～自衛官を目指してみませんか～

募 集 種 目 受 験 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日 入（校）隊

防 衛 大 学 校

防 衛 医 科 大 学 校

学生一般
（前期）

１次１１月５・６日
２次１２月６～１０日

１次１０月２９・３０日
２次１２月１４～１６日

１次１０月１５日
２次１１月２６・２７日

医  学  科
学　　生

看護学科
学　　生

高卒（見込含）
２１歳未満の者

９月５日

～

９月30日

平成２９年
４月

緊
張
の
中
、
子
ど
も
議
会
開
会

　
市
内
の
各
中
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た

３
年
生
２２
人
が
「
子
ど
も
議
員
」
と
し
て

出
席
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、
市
議
会
議

員
の
見
守
る
中
、
本
会
議
場
で
、
議
長
と

し
て
壇
上
に
上
が
っ
た
子
ど
も
議
員
か
ら

指
名
さ
れ
る
と
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と

や
要
望
な
ど
の
質
問
を
緊
張
し
な
が
ら
も

し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
述
べ
ま
し
た
。

　
茂
木
市
長
、
桑
原
教
育
長
は
、
子
ど
も

議
員
か
ら
質
問
さ
れ
た
税
金
や
給
食
費
、

ご
み
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
誠
意
も
持
っ

て
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
答
弁
し
ま
し

た
。
本
会
議
場
は
実
際
に
議
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
子

ど
も
議
員
、
市
議
会
に
と
っ
て
と
て
も
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
開
催
に
あ
た
り

　
安
中
市
議
会
で
は
、
昨
年
９
月
に
議
会

改
革
特
別
委
員
会
（
委
員
長
　
奥
原
賢
一

議
員
）
を
設
置
し
、
よ
り
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
て
調
査
・
研
究
を
し
て

子
ど
も
議
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
の
取
組
と
し

て
、
８
月
７
日
（
日
）
に
市
議
会
本
会
議

場
で
、「
安
中
市
子
ど
も
議
会
」（
主

催
：
安
中
市
議
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
未
来
を
担
う
中
学
生
を
対
象
に
、
本
会

議
場
に
立
ち
、
議
員
と
し
て
質
問
す
る
と

い
う
体
験
を
通
じ
て
、
地
方
自
治
や
政
治

へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

市
お
よ
び
市
議
会
へ
の
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

茂
木
市
長
　か
ら

吉
岡
議
長
　ひ
と
こ
と

　皆さんの質問
は、これからの安
中市政を運営して
いくにあたり大変

参考になりました。
　これを機会に、皆で一緒に、こ
の安中市がより住みやすく、より
魅力的になるように、力を合わせ
ていきましょう。

　子ども議員22人
から大変すばらし
い質問をいただき
ました。
　述べられた意見や要望は皆さ
んが立派な大人になられている
頃には、しっかり反映されていな
ければならないと強く感じまし
た。

子ども議員の感想
○非常に貴重な体験ができた
○いろんな視点からの質問が聞けて楽しかった
○たくさんの人が体験することにより安中市について感心が高まると思う
○これからの自分の生活にとてもプラスになった
○今後も市民と市議会の交流が増えるといい
○自分の意見を積極的に伝えることができた
○時間が足らず、再質問ができなかった
○市議会の職務内容に興味が持てた
○市の活性化に協力して行きたい
○他校の生徒とも関わりが持てた

子ども議員名簿と質問内容（○印＝議長）

子ども議会を終えて

議場へ入場する子ども議員

指導を受ける子ども議員

中学校名 氏名 質問内容 中学校名 氏名 質問内容
増税した場合の、市での税金の
使い方について 第一 山口　隼 ゴミ問題について

松井田南 小島　佑太 磯部と安中間の中間駅について 松井田北 金井　太陽

髙　陽南松井田北
イノシシや熊などによる農作物など
への被害について

第二 佐藤　正義 団地の違法駐車について 松井田東 児玉　真紀 空き家の処分について
新島 内田　和哉 横断歩道の現状と増加について 第二 湯浅　耕作○ 安中市の商店や食堂等の活性化について
新島 須藤　咲弥 クリーンセンターの植物園につ

いて 松井田南 中島　孝一郎「思いやり」について
第一 神村　涼夏 自転車のルールについて 第二 小井圡　倫 学校の校庭の芝生化について
第一 上原　慶太○ 給食費の無料化について 第二 福嶋　賢一 部活時間の延長について
第一 髙橋　真咲 リサイクルについて 新島 鬼形　奈都子 安中市の行事（お祭り等）について
第二 清水　優風菜 安中市の学力について 松井田東 中村　桃華 中高生の SNS による問題の対策に

ついて
新島 小幡　理愛 ホームレス支援について 第一 柿沼　愛梨 除草作業について
新島 佐々木　奏瑠 安中の PRについて 松井田南 飯野　花音○ 碓氷製糸について
問合せ ▼ 議会事務局議事係（☎内線１３５３）本
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　市では、だれでも気軽に集まり交流することで、支え
合う地域づくりの推進を図るため、その交流の場として
空き家を利活用する場合に、リフォーム費用の一部を補
助します。
　手続や条件など詳細は、窓口でご相談ください。

家リフォーム事業費補助金制度を開始
～地域づくりの場、交流の場として空き家を改修しませんか～

問合せ ▼　地域創造課地域政策係（☎内線２６３１）

空

　自衛隊では、次のとおり自衛官を募集しています。募集している種目などは次のとおりで
す。応募要綱は、自衛隊群馬地方協力本部またはホームページから入手できます。
問合せ▶自衛隊群馬地方協力本部（☎ 326-1761）
ホームページアドレス▶ http://www.mod.go.jp/pco/gunma/

自

松

松

地域交流活動を行う個人または団体

申込日において空き家である戸建て住宅

①地域交流活動を行うために必要なリフォーム工事（屋根、内装、トイレ、バリア
フリー化の工事など）
②市内の業者に発注して行う工事であること。
※法人の業者にあっては本店（本社）が市内にある業者に限ります。
※見積書・請求書・領収書が市内の事業所で発行できる業者に限ります。
③平成29年3月31日（金）までに完了する工事であること。

・補助対象経費に３分の１を乗じて得た額（千円未満切り捨て）
・交付限度額100万円

申込場所：　地域創造課
申込時間：午前８時30分～午後５時15分
※郵送では申込みできません。
※土・日曜日、祝日、年末年始の閉庁日は申込みできません。

・申し込み前に必ずご相談ください。
・補助金の交付は交付年度に関係なく、申請者および空き家につき、１回限りです。
・すでに着工または完了しているリフォーム工事は対象外です。
・予算の範囲内において実施しますので、予算に達した場合には受け付けを終了し
　ます。

補 助 対 象 者

補 助 対 象 住 宅

補 助 対 象 工 事

補 助 金 額

申 込 み

注 意 事 項

衛官募集
～自衛官を目指してみませんか～

募 集 種 目 受 験 資 格 受 付 期 間 試 験 期 日 入（校）隊

防 衛 大 学 校

防 衛 医 科 大 学 校

学生一般
（前期）

１次１１月５・６日
２次１２月６～１０日

１次１０月２９・３０日
２次１２月１４～１６日

１次１０月１５日
２次１１月２６・２７日

医  学  科
学　　生

看護学科
学　　生

高卒（見込含）
２１歳未満の者

９月５日

～

９月30日

平成２９年
４月

緊
張
の
中
、
子
ど
も
議
会
開
会

　
市
内
の
各
中
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た

３
年
生
２２
人
が
「
子
ど
も
議
員
」
と
し
て

出
席
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、
市
議
会
議

員
の
見
守
る
中
、
本
会
議
場
で
、
議
長
と

し
て
壇
上
に
上
が
っ
た
子
ど
も
議
員
か
ら

指
名
さ
れ
る
と
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と

や
要
望
な
ど
の
質
問
を
緊
張
し
な
が
ら
も

し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で
述
べ
ま
し
た
。

　
茂
木
市
長
、
桑
原
教
育
長
は
、
子
ど
も

議
員
か
ら
質
問
さ
れ
た
税
金
や
給
食
費
、

ご
み
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
誠
意
も
持
っ

て
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
答
弁
し
ま
し

た
。
本
会
議
場
は
実
際
に
議
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
子

ど
も
議
員
、
市
議
会
に
と
っ
て
と
て
も
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
開
催
に
あ
た
り

　
安
中
市
議
会
で
は
、
昨
年
９
月
に
議
会

改
革
特
別
委
員
会
（
委
員
長
　
奥
原
賢
一

議
員
）
を
設
置
し
、
よ
り
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
て
調
査
・
研
究
を
し
て

子
ど
も
議
会
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
の
取
組
と
し

て
、
８
月
７
日
（
日
）
に
市
議
会
本
会
議

場
で
、「
安
中
市
子
ど
も
議
会
」（
主

催
：
安
中
市
議
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
未
来
を
担
う
中
学
生
を
対
象
に
、
本
会

議
場
に
立
ち
、
議
員
と
し
て
質
問
す
る
と

い
う
体
験
を
通
じ
て
、
地
方
自
治
や
政
治

へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

市
お
よ
び
市
議
会
へ
の
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

茂
木
市
長
　か
ら

吉
岡
議
長
　ひ
と
こ
と

　皆さんの質問
は、これからの安
中市政を運営して
いくにあたり大変

参考になりました。
　これを機会に、皆で一緒に、こ
の安中市がより住みやすく、より
魅力的になるように、力を合わせ
ていきましょう。

　子ども議員22人
から大変すばらし
い質問をいただき
ました。
　述べられた意見や要望は皆さ
んが立派な大人になられている
頃には、しっかり反映されていな
ければならないと強く感じまし
た。

子ども議員の感想
○非常に貴重な体験ができた
○いろんな視点からの質問が聞けて楽しかった
○たくさんの人が体験することにより安中市について感心が高まると思う
○これからの自分の生活にとてもプラスになった
○今後も市民と市議会の交流が増えるといい
○自分の意見を積極的に伝えることができた
○時間が足らず、再質問ができなかった
○市議会の職務内容に興味が持てた
○市の活性化に協力して行きたい
○他校の生徒とも関わりが持てた

子ども議員名簿と質問内容（○印＝議長）

子ども議会を終えて

議場へ入場する子ども議員

指導を受ける子ども議員

中学校名 氏名 質問内容 中学校名 氏名 質問内容
増税した場合の、市での税金の
使い方について 第一 山口　隼 ゴミ問題について

松井田南 小島　佑太 磯部と安中間の中間駅について 松井田北 金井　太陽

髙　陽南松井田北
イノシシや熊などによる農作物など
への被害について

第二 佐藤　正義 団地の違法駐車について 松井田東 児玉　真紀 空き家の処分について
新島 内田　和哉 横断歩道の現状と増加について 第二 湯浅　耕作○ 安中市の商店や食堂等の活性化について
新島 須藤　咲弥 クリーンセンターの植物園につ

いて 松井田南 中島　孝一郎「思いやり」について
第一 神村　涼夏 自転車のルールについて 第二 小井圡　倫 学校の校庭の芝生化について
第一 上原　慶太○ 給食費の無料化について 第二 福嶋　賢一 部活時間の延長について
第一 髙橋　真咲 リサイクルについて 新島 鬼形　奈都子 安中市の行事（お祭り等）について
第二 清水　優風菜 安中市の学力について 松井田東 中村　桃華 中高生の SNS による問題の対策に

ついて
新島 小幡　理愛 ホームレス支援について 第一 柿沼　愛梨 除草作業について
新島 佐々木　奏瑠 安中の PRについて 松井田南 飯野　花音○ 碓氷製糸について
問合せ ▼ 議会事務局議事係（☎内線１３５３）本
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多
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ

ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

し
、
長
寿
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
末
で
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん

は
８
月
１７
日
現
在
で
男
性
が
３
人
、
女
性

が
４９
人
の
合
計
５２
人
で
す
。
本
市
の
最
高

齢
者
は
小
金
澤
と
も
さ
ん
１
０
７
歳
で

す
。

　
今
年
度
、
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
お
名
前
は
現
代
仮
名
遣
い
で
表
記
し
て

あ
り
ま
す
。

※
敬
称
略
、
年
齢
は
平
成
２９
年
3
月
３１
日

を
基
準
日
と
し
て
、
生
年
月
日
順
で
記

載
し
て
お
り
ま
す
。

名　　前
小金澤　と　も
栁　澤　つ　る
中　村　ね　の
大　宮　勝　永
松　井　は　な
田　中　ト　ヨ
大　島　律　子
塩　谷　喜　久
儘　田　か　つ
宮　﨑　エ　イ
荻　野　春　子
白　井　萬理子
中　嶋　フ　ジ
出　﨑　政　一
黛　　　コトジ
半　田　みづ江
山　田　か　め
佐　藤　モ　リ
飯　野　すみ江
石　井　一　二
多　胡　ツ　ギ
清　水　　　歌
佐　藤　ひ　ろ
富　沢　愈　世
猿　谷　あい子
原　　　ひさえ
浅　井　友　次
徳　田　とく子
小　林　志　づ
有　坂　みさを
相　川　き　よ
鬼　形　喜　与
佐　藤　愛　子
武　井　やちよ
宇佐美　　　勝
内　田　多津美
花　形　ふぢき
太　田　綾　子
萩　原　多　嘉
保　坂　ち　せ
大　野　ま　さ
小　林　ヤ　エ
榎　坂　よ　し
上　原　ハルエ
渡　辺　英　子
上　原　みどり
出　﨑　八千代
中　山　壽　子
石　塚　まちえ

　　地　　区
中宿
中宿
安中三丁目
高別当
嶺
郷原
松井田町五料
松井田町人見
野殿
磯部三丁目
松井田町松井田
松井田町横川
野殿
下秋間
安中四丁目
原市一丁目
安中三丁目
松井田町人見
松井田町二軒在家
松井田町高梨子
下秋間
板鼻
松井田町行田
松井田町行田
松井田町五料
西上秋間
大谷
松井田町新堀
嶺
原市
中後閑
下後閑
松井田町八城
松井田町五料
磯部一丁目
岩井
安中三丁目
磯部三丁目
松井田町上増田
松井田町新堀
安中三丁目
松井田町下増田
松井田町新堀
松井田町上増田
松井田町二軒在家
松井田町新井
嶺
松井田町二軒在家
松井田町人見

年　齢
107
105
105
104
104
104
104
103
103
103
103
103
102
102
102
102
102
102
101
101
101
101
101
101
101
101
101
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100

い
つ
ま
で
も

　
　お
元
気
で

い
つ
ま
で
も

　
　お
元
気
で

問合せ ▼

　介護高齢課高齢者対策係（☎内線１１８１）
　住民福祉課健康介護係（☎内線２１５１）
本

松

おめでとうございますおめでとうございます

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
お
試
し
」の
つ
も
り
が
定
期
購
入
に
!?

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

褒
章
褒
章

群
馬
県
総
合
表
彰

群
馬
県
総
合
表
彰

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

☆
通
信
販
売
で
、
広
告
を
見
て
１
回
限
り
の
購
入
だ
と
思
っ
て
申
し
込

ん
で
も
、
定
期
的
に
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

☆
広
告
上
に
あ
る
契
約
内
容
や
解
約
条
件
に
つ
い
て
の
表
示
の
有
無
、

表
示
が
あ
る
場
合
は
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
う
え
で
契
約
す
る
か
ど
う

か
を
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

☆「
特
別
に
値
引
き
す
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
場
で
契
約
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
家
族
や
周
囲
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
な

い
場
合
は
、
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

☆
最
近
で
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
注
文
し
た
た
め
小
さ
い
文
字
の
表

示
は
よ
く
見
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
例
も
見
ら
れ
る
の
で
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
注
文
の
際
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、

早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２‐

２
２
２
８
）

　低
価
格
な
ど
を
う
た
う
広
告
を
う
の
み
に
せ
ず
、
契
約
の
内

容
を
き
ち
ん
と
確
認
し
ま
し
ょ
う

【
事
例
】

　
「
初
回
お
試
し
価
格
５
０
０
円
」
と
い
う
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
広
告
を
見
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
注
文
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
商
品
と
同
封
の
請
求
書
に
「
定
期
購
入
で
２
回
目
以
降
は
１

箱
４
、
０
０
０
円
。
５
回
以
上
継
続
し
な
い
と
解
約
で
き
な
い
。」
と
書

か
れ
て
い
た
。
飲
む
と
体
調
が
悪
く
な
る
た
め
、
２
回
目
以
降
は
不
要

と
事
業
者
に
申
し
出
た
が
「
定
期
購
入
と
記
載
し
て
い
る
。」
と
解
約
を

拒
否
さ
れ
た
。
購
入
時
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
サ
イ
ト
を
確
認
す

る
と
、
画
面
の
下
の
方
に
小
さ
な
文
字
で
他
の
表
示
に
紛
れ
て
書
か
れ

て
い
た
。

　
事
業
者
か
ら
「
単
品
扱
い
と
す
る
方
法
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
通
常

価
格
５
、
０
０
０
円
で
の
購
入
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。
５
０
０
円
だ

か
ら
試
そ
う
と
思
っ
た
だ
け
な
の
に
納
得
で
き
な
い
。

旭日小綬章
（地方自治功労）
中島　博範さん
（原市）

瑞宝小綬章
（地方自治功労）
大平　良治さん
（板鼻）

瑞宝双光章
（消防功労）
佐藤　古白さん
（上間仁田）

瑞宝双光章
（更生保健功労）
小出　海順さん
（岩井）

旭日小綬章
（地方自治功労）
栁澤　健一さん
（板鼻）

県土整備功労
櫻井　幹男さん
（安中）

藍綬褒章
（統計調査功績）
田中　文代さん
（安中）

保健功労
永山　雅之さん
（中宿）

福祉功労
武井　惠美子さん
（松井田町新井）

福祉功労
上原　正男さん
（下後閑）

安中市役所　☎３８２-11119 2016年9月１日号
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多
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ

ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

し
、
長
寿
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
末
で
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん

は
８
月
１７
日
現
在
で
男
性
が
３
人
、
女
性

が
４９
人
の
合
計
５２
人
で
す
。
本
市
の
最
高

齢
者
は
小
金
澤
と
も
さ
ん
１
０
７
歳
で

す
。

　
今
年
度
、
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
の

皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
お
名
前
は
現
代
仮
名
遣
い
で
表
記
し
て

あ
り
ま
す
。

※
敬
称
略
、
年
齢
は
平
成
２９
年
3
月
３１
日

を
基
準
日
と
し
て
、
生
年
月
日
順
で
記

載
し
て
お
り
ま
す
。

名　　前
小金澤　と　も
栁　澤　つ　る
中　村　ね　の
大　宮　勝　永
松　井　は　な
田　中　ト　ヨ
大　島　律　子
塩　谷　喜　久
儘　田　か　つ
宮　﨑　エ　イ
荻　野　春　子
白　井　萬理子
中　嶋　フ　ジ
出　﨑　政　一
黛　　　コトジ
半　田　みづ江
山　田　か　め
佐　藤　モ　リ
飯　野　すみ江
石　井　一　二
多　胡　ツ　ギ
清　水　　　歌
佐　藤　ひ　ろ
富　沢　愈　世
猿　谷　あい子
原　　　ひさえ
浅　井　友　次
徳　田　とく子
小　林　志　づ
有　坂　みさを
相　川　き　よ
鬼　形　喜　与
佐　藤　愛　子
武　井　やちよ
宇佐美　　　勝
内　田　多津美
花　形　ふぢき
太　田　綾　子
萩　原　多　嘉
保　坂　ち　せ
大　野　ま　さ
小　林　ヤ　エ
榎　坂　よ　し
上　原　ハルエ
渡　辺　英　子
上　原　みどり
出　﨑　八千代
中　山　壽　子
石　塚　まちえ

　　地　　区
中宿
中宿
安中三丁目
高別当
嶺
郷原
松井田町五料
松井田町人見
野殿
磯部三丁目
松井田町松井田
松井田町横川
野殿
下秋間
安中四丁目
原市一丁目
安中三丁目
松井田町人見
松井田町二軒在家
松井田町高梨子
下秋間
板鼻
松井田町行田
松井田町行田
松井田町五料
西上秋間
大谷
松井田町新堀
嶺
原市
中後閑
下後閑
松井田町八城
松井田町五料
磯部一丁目
岩井
安中三丁目
磯部三丁目
松井田町上増田
松井田町新堀
安中三丁目
松井田町下増田
松井田町新堀
松井田町上増田
松井田町二軒在家
松井田町新井
嶺
松井田町二軒在家
松井田町人見

年　齢
107
105
105
104
104
104
104
103
103
103
103
103
102
102
102
102
102
102
101
101
101
101
101
101
101
101
101
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100

い
つ
ま
で
も

　
　お
元
気
で

い
つ
ま
で
も

　
　お
元
気
で

問合せ ▼

　介護高齢課高齢者対策係（☎内線１１８１）
　住民福祉課健康介護係（☎内線２１５１）
本

松

おめでとうございますおめでとうございます

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
お
試
し
」の
つ
も
り
が
定
期
購
入
に
!?

春
の
叙
勲

春
の
叙
勲

褒
章
褒
章

群
馬
県
総
合
表
彰

群
馬
県
総
合
表
彰

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

☆
通
信
販
売
で
、
広
告
を
見
て
１
回
限
り
の
購
入
だ
と
思
っ
て
申
し
込

ん
で
も
、
定
期
的
に
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

☆
広
告
上
に
あ
る
契
約
内
容
や
解
約
条
件
に
つ
い
て
の
表
示
の
有
無
、

表
示
が
あ
る
場
合
は
そ
の
内
容
を
確
認
し
た
う
え
で
契
約
す
る
か
ど
う

か
を
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
が
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

☆「
特
別
に
値
引
き
す
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
場
で
契
約
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
家
族
や
周
囲
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
な

い
場
合
は
、
き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

☆
最
近
で
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
注
文
し
た
た
め
小
さ
い
文
字
の
表

示
は
よ
く
見
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
例
も
見
ら
れ
る
の
で
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
注
文
の
際
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、

早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２‐

２
２
２
８
）

　低
価
格
な
ど
を
う
た
う
広
告
を
う
の
み
に
せ
ず
、
契
約
の
内

容
を
き
ち
ん
と
確
認
し
ま
し
ょ
う

【
事
例
】

　
「
初
回
お
試
し
価
格
５
０
０
円
」
と
い
う
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
広
告
を
見
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
注
文
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
商
品
と
同
封
の
請
求
書
に
「
定
期
購
入
で
２
回
目
以
降
は
１

箱
４
、
０
０
０
円
。
５
回
以
上
継
続
し
な
い
と
解
約
で
き
な
い
。」
と
書

か
れ
て
い
た
。
飲
む
と
体
調
が
悪
く
な
る
た
め
、
２
回
目
以
降
は
不
要

と
事
業
者
に
申
し
出
た
が
「
定
期
購
入
と
記
載
し
て
い
る
。」
と
解
約
を

拒
否
さ
れ
た
。
購
入
時
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
サ
イ
ト
を
確
認
す

る
と
、
画
面
の
下
の
方
に
小
さ
な
文
字
で
他
の
表
示
に
紛
れ
て
書
か
れ

て
い
た
。

　
事
業
者
か
ら
「
単
品
扱
い
と
す
る
方
法
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
通
常

価
格
５
、
０
０
０
円
で
の
購
入
に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。
５
０
０
円
だ

か
ら
試
そ
う
と
思
っ
た
だ
け
な
の
に
納
得
で
き
な
い
。

旭日小綬章
（地方自治功労）
中島　博範さん
（原市）

瑞宝小綬章
（地方自治功労）
大平　良治さん
（板鼻）

瑞宝双光章
（消防功労）
佐藤　古白さん
（上間仁田）

瑞宝双光章
（更生保護功労）
小出　海順さん
（岩井）

旭日小綬章
（地方自治功労）
栁澤　健一さん
（板鼻）

県土整備功労
櫻井　幹男さん
（安中）

藍綬褒章
（統計調査功績）
田中　文代さん
（安中）

保健功労
永山　雅之さん
（中宿）

福祉功労
武井　惠美子さん
（松井田町新井）

福祉功労
上原　正男さん
（下後閑）

安中市役所　☎３８２-11119 2016年9月１日号



2016年9月１日号 10安中市役所　☎ ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス３８２-111111

相談窓口
安中市　　福祉課
　　　　　健康づくり課
　　　　　住民福祉課
安中保健福祉事務所
群馬県こころの健康センター
こころの健康相談統一ダイヤル

　
安
中
保
健
福
祉
事
務
所
で
は

自
殺
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、

悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声

を
か
け
、
話
を
聴
い
て
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人

（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
）
を
増
や

す
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
研
修
会
で
は
、
自
殺
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
悩
ん
で

い
る
人
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と

の
大
切
さ
や
、
相
談
す
る
こ
と

で
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ

と
な
ど
が
学
べ
ま
す
。
職
場
単

位
や
自
治
会
単
位
で
の
研
修
も

可
能
で
す
。
安
中
保
健
福
祉
事

務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
自
分
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
へ

・
悩
み
を
一
人
で
抱
え
、
追
い
込
ま
れ
た

気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

・
「
死
ん
で
し
ま
い
た
い
」
「
ど
こ
か
へ

消
え
て
し
ま
い
た
い
」
と
考
え
る
ほ

ど
、
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

・
眠
れ
な
い
日
が
続
い
た
り
、
心
身
の
不

調
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
つ
ら
い
気
持
ち
を
打
ち
明
け
る
こ
と

で
、
楽
に
な
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

一
人
で
悩
み
を
抱
え
な
い
で
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
ま
わ
り
の
人
を
心
配
し
て
い
る
人
へ

　
最
近
、
何
だ
か
様
子
が
変
わ
っ
て
心

配
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
・
・
・
と
い
う
あ
な
た

声
を
か
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

　今年も夢伝大会が開催されます。走る、歩く、電動車椅子で、車椅子の手こぎ、足こぎ
で、自分の持てる技と力でみんなとゴールに向かって、精一杯頑張りましょう。仲間とと
もにある自分を見出し、ひとりぼっちじゃないと確信がもてるでしょう。
　障がいのない人もある人も、一緒に夢を伝えようと思う人はどなたでも参加できます。
たくさんの人の参加をお待ちしております。
日時▼１０月１６日（日）　受付：午前８時から８時３５分　開会式：午前９時から
集合場所▼　北側駐車場
コース▼　前スタート・ゴールの約４キロメートル
定員▼３００人（先着順）
参加費▼１，０００円
申込方法▼所定の申込用紙に必要事項を記入し、９月３０日
（金）までに窓口または郵便でお申し込みください。
申込み・問合せ▼夢伝大会事務局（　住民福祉課内）
（☎内線２１５５・FAX３９３-１０９３）
※申込用紙は　福祉課、　住民福祉課にあります。

本

本

松

電話番号

027-382-1111

027-381-0345 
027-263-1156
0570-064-556

開設日時

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
午前８時３０分～午後５時１５分

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
午前９時～午後４時

９
月
は
「
自
殺
予
防
月
間
」
で
す

９
月
は
「
自
殺
予
防
月
間
」
で
す

　
群
馬
県
は
９
月
を
自
殺
予
防
月
間
と
定
め
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、
自
殺
や
心
の
病
気
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及
や
こ
れ
ら
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
す
た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第24回
まついだ
夢伝大会

参 加 者
募 　 集

本 松

松

松
松

安中市合併10周年記念事業

問合せ ▼ 福祉課障害福祉係（☎内線１１５４）本

　障
害
の
あ
る
人
が
同
意
な
く
財
産
や

賃
金
を
使
わ
れ
る
、
暴
言
暴
力
を
受
け

る
、
介
護
や
世
話
を
し
て
も
ら
え
な
い

な
ど
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
近

年
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

虐
待
を
受
け
て
い
て
も
自
分
か
ら
助
け

を
求
め
ら
れ
ず
に
い
る
人
も
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
虐
待
の

あ
る
人
を
守
り
、
安
心
し
て
地
域
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
と
、
平
成

２４
年

１０
月

1
日
に
「
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る

法
律
（
障
害
者
虐
待
防
止
法
）
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　同
法
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
を
「
身

体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発

達
障
害
を
含
む
。
）
、
そ
の
他
心
身
の

機
能
に
障
害
が
あ
る
者
」
と
し
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
へ
の
不
当
な

行
為
を
虐
待
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
市
町
村
に
お
い
て
は
、
虐
待
予
防
、

早
期
発
見
、
虐
待
を
受
け
た
人
の
安
全

を
確
保
、
自
立
の
支
援
、
障
害
の
あ
る

人
を
世
話
す
る
家
族
へ
も
支
援
体
制
を

整
え
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　虐
待
を
発
見
し
た
人
は
、
速
や
か
に

市
町
村
へ
通
報
す
る
こ
と
が
義
務
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
報
し
た
こ

と
で
通
報
者
が
不
利
益
に
な
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　虐
待
し
て
い
る
人
、
虐
待
さ
れ
て
い

る
人
の
「
自
覚
」
は
問
い
ま
せ
ん
。
虐

待
を
さ
れ
て
い
て
も
、
自
分
の
障
害
の

特
性
か
ら
自
分
の
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

虐
待
だ
と
認
識
し
て
い
な
い
人
や
、
悩

ん
で
い
て
も
自
分
か
ら
助
け
を
求
め
ら

れ
ず
に
い
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
虐

待
を
し
て
い
る
人
が
「
指
導
・
し
つ

け
・
教
育
」
と
し
て
不
適
切
な
行
為
を

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
あ
ざ

や
傷
が
あ
る
」
「
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え

る
」
「
衣
服
が
汚
れ
て
い
る
、
異
臭
が

す
る
」
な
ど
、
普
段
と
違
う
様
子
は
虐

待
の
兆
候
を
示
す
サ
イ
ン
で
す
。
少
し

で
も
「
お
か
し
い
」
「
も
し
か
し
て
」

と
感
じ
た
ら
市
役
所
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
虐
待
の
サ
イ
ン
に
気
が
付
い
て

く
れ
る
人
、
通
報
し
て
く
れ
る
人
が
今

虐
待
で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人
の
支
援

に
つ
な
が
り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
を

守
る
た
め
に

障
害
の
あ
る
人
を

守
る
た
め
に

障
害
者
虐
待
を

発
見
し
た
ら
通
報
を

ＳＴＯＰ　障害者虐待

STOPSTOP

安中市障害者虐待防止センター
　市では、障害者虐待を発見したときの相談窓口
として、「安中市障害者虐待防止センター」を設
置しています。障害者虐待や、障害のある人を介
護する人の支援に関する相談、通報、その他虐待
に関するお問い合わせは虐待防止センターまでご
相談ください。

「もしかしたら虐待かも」
と感じたら連絡を

安中市虐待防止センター（　 福祉課内）
電話番号　３８２-１１１１（☎内線１１５５）
受付時間　午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）

障害者虐待の具体例
虐待には次の5つがあります。どれか1つ
ではなく、複数の虐待が行われているこ
ともあります。
①身体的虐待

身体に外傷や傷みを与えること、また
は正当な理由なく身体を拘束するこ
と。

②性的虐待
わいせつな行為をすること、またはわ
いせつな行為を強要すること。

③心理的虐待
暴言、無視、または精神的苦痛を与え
ること。

④放棄・放任
食事や排泄、入浴、洗濯等身の回りの
世話や介助をしない、必要な福祉サー
ビスや医療、教育を受けさせない。

⑤経済的虐待
財産を不当に処分すること、障害者か
ら不当に財産上の利益を得ること。

本
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相談窓口
安中市　　福祉課
　　　　　健康づくり課
　　　　　住民福祉課
安中保健福祉事務所
群馬県こころの健康センター
こころの健康相談統一ダイヤル

　
安
中
保
健
福
祉
事
務
所
で
は

自
殺
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、

悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声

を
か
け
、
話
を
聴
い
て
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人

（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
）
を
増
や

す
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
研
修
会
で
は
、
自
殺
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
悩
ん
で

い
る
人
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と

の
大
切
さ
や
、
相
談
す
る
こ
と

で
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
る
こ

と
な
ど
が
学
べ
ま
す
。
職
場
単

位
や
自
治
会
単
位
で
の
研
修
も

可
能
で
す
。
安
中
保
健
福
祉
事

務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
自
分
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
へ

・
悩
み
を
一
人
で
抱
え
、
追
い
込
ま
れ
た

気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

・
「
死
ん
で
し
ま
い
た
い
」
「
ど
こ
か
へ

消
え
て
し
ま
い
た
い
」
と
考
え
る
ほ

ど
、
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

・
眠
れ
な
い
日
が
続
い
た
り
、
心
身
の
不

調
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
つ
ら
い
気
持
ち
を
打
ち
明
け
る
こ
と

で
、
楽
に
な
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

一
人
で
悩
み
を
抱
え
な
い
で
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

●
ま
わ
り
の
人
を
心
配
し
て
い
る
人
へ

　
最
近
、
何
だ
か
様
子
が
変
わ
っ
て
心

配
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な

い
・
・
・
と
い
う
あ
な
た

声
を
か
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

　今年も夢伝大会が開催されます。走る、歩く、電動車椅子で、車椅子の手こぎ、足こぎ
で、自分の持てる技と力でみんなとゴールに向かって、精一杯頑張りましょう。仲間とと
もにある自分を見出し、ひとりぼっちじゃないと確信がもてるでしょう。
　障がいのない人もある人も、一緒に夢を伝えようと思う人はどなたでも参加できます。
たくさんの人の参加をお待ちしております。
日時▼１０月１６日（日）　受付：午前８時から８時３５分　開会式：午前９時から
集合場所▼　北側駐車場
コース▼　前スタート・ゴールの約４キロメートル
定員▼３００人（先着順）
参加費▼１，０００円
申込方法▼所定の申込用紙に必要事項を記入し、９月３０日
（金）までに窓口または郵便でお申し込みください。
申込み・問合せ▼夢伝大会事務局（　住民福祉課内）
（☎内線２１５５・FAX３９３-１０９３）
※申込用紙は　福祉課、　住民福祉課にあります。

本

本

松

電話番号

027-382-1111

027-381-0345 
027-263-1156
0570-064-556

開設日時

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
午前８時３０分～午後５時１５分

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
午前９時～午後４時

９
月
は
「
自
殺
予
防
月
間
」
で
す

９
月
は
「
自
殺
予
防
月
間
」
で
す

　
群
馬
県
は
９
月
を
自
殺
予
防
月
間
と
定
め
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、
自
殺
や
心
の
病
気
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及
や
こ
れ
ら
に
対
す
る

偏
見
を
な
く
す
た
め
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第24回
まついだ
夢伝大会

参 加 者
募 　 集

本 松

松

松
松

安中市合併10周年記念事業

問合せ ▼ 福祉課障害福祉係（☎内線１１５４）本

　障
害
の
あ
る
人
が
同
意
な
く
財
産
や

賃
金
を
使
わ
れ
る
、
暴
言
暴
力
を
受
け

る
、
介
護
や
世
話
を
し
て
も
ら
え
な
い

な
ど
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
近

年
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

虐
待
を
受
け
て
い
て
も
自
分
か
ら
助
け

を
求
め
ら
れ
ず
に
い
る
人
も
い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
虐
待
の

あ
る
人
を
守
り
、
安
心
し
て
地
域
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
と
、
平
成

２４
年

１０
月

1
日
に
「
障
害
者
虐
待
防
止
、
障
害
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る

法
律
（
障
害
者
虐
待
防
止
法
）
」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　同
法
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
を
「
身

体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発

達
障
害
を
含
む
。
）
、
そ
の
他
心
身
の

機
能
に
障
害
が
あ
る
者
」
と
し
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
へ
の
不
当
な

行
為
を
虐
待
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
市
町
村
に
お
い
て
は
、
虐
待
予
防
、

早
期
発
見
、
虐
待
を
受
け
た
人
の
安
全

を
確
保
、
自
立
の
支
援
、
障
害
の
あ
る

人
を
世
話
す
る
家
族
へ
も
支
援
体
制
を

整
え
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　虐
待
を
発
見
し
た
人
は
、
速
や
か
に

市
町
村
へ
通
報
す
る
こ
と
が
義
務
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
報
し
た
こ

と
で
通
報
者
が
不
利
益
に
な
る
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　虐
待
し
て
い
る
人
、
虐
待
さ
れ
て
い

る
人
の
「
自
覚
」
は
問
い
ま
せ
ん
。
虐

待
を
さ
れ
て
い
て
も
、
自
分
の
障
害
の

特
性
か
ら
自
分
の
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

虐
待
だ
と
認
識
し
て
い
な
い
人
や
、
悩

ん
で
い
て
も
自
分
か
ら
助
け
を
求
め
ら

れ
ず
に
い
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
虐

待
を
し
て
い
る
人
が
「
指
導
・
し
つ

け
・
教
育
」
と
し
て
不
適
切
な
行
為
を

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
あ
ざ

や
傷
が
あ
る
」
「
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え

る
」
「
衣
服
が
汚
れ
て
い
る
、
異
臭
が

す
る
」
な
ど
、
普
段
と
違
う
様
子
は
虐

待
の
兆
候
を
示
す
サ
イ
ン
で
す
。
少
し

で
も
「
お
か
し
い
」
「
も
し
か
し
て
」

と
感
じ
た
ら
市
役
所
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
虐
待
の
サ
イ
ン
に
気
が
付
い
て

く
れ
る
人
、
通
報
し
て
く
れ
る
人
が
今

虐
待
で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人
の
支
援

に
つ
な
が
り
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
を

守
る
た
め
に

障
害
の
あ
る
人
を

守
る
た
め
に

障
害
者
虐
待
を

発
見
し
た
ら
通
報
を

ＳＴＯＰ　障害者虐待

STOPSTOP

安中市障害者虐待防止センター
　市では、障害者虐待を発見したときの相談窓口
として、「安中市障害者虐待防止センター」を設
置しています。障害者虐待や、障害のある人を介
護する人の支援に関する相談、通報、その他虐待
に関するお問い合わせは虐待防止センターまでご
相談ください。

「もしかしたら虐待かも」
と感じたら連絡を

安中市虐待防止センター（　 福祉課内）
電話番号　３８２-１１１１（☎内線１１５５）
受付時間　午前８時３０分～午後５時１５分
　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）

障害者虐待の具体例
虐待には次の5つがあります。どれか1つ
ではなく、複数の虐待が行われているこ
ともあります。
①身体的虐待

身体に外傷や傷みを与えること、また
は正当な理由なく身体を拘束するこ
と。

②性的虐待
わいせつな行為をすること、またはわ
いせつな行為を強要すること。

③心理的虐待
暴言、無視、または精神的苦痛を与え
ること。

④放棄・放任
食事や排泄、入浴、洗濯等身の回りの
世話や介助をしない、必要な福祉サー
ビスや医療、教育を受けさせない。

⑤経済的虐待
財産を不当に処分すること、障害者か
ら不当に財産上の利益を得ること。

本
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問合せ ▼ 健康づくり課保健指導係（☎内線１１７２）本

『 安中健康21』

からのお知らせ
安中市健康増進計画・安中市食育推進計画
「いきいき安中健康２１」第２次を策定しました「いきいき安中健康２１」第２次を策定しました

安中市健康増進計画

い き い き

GOOD  FOR  THE  HEALT H・
G

O
O

D  FOR  THE  HEALTH・GOOD  FOR  T
HE  

HE
AL

TH
・

GO
O

D 
 FO

R  T
HE  HEALTH・

健康にいいこと

らか で
れ き

こ る

健康づくりのための睡眠指針2014～睡眠12箇条～

次回は、１０月１日号に『運動』と
『特定保健指導』の掲載を予定しています。

「いきいきあんなかけんこう２１」で健康標語作りました

①考え方や見方をかえてみよう
問題点やダメな点に注意が行きがちですが、実際
にできていること、うまくいっていることに注意
を向けてみましょう。気持ちが少し楽になること
もあります。

②困ったときは誰かに相談してみよう
話を聴いてもらうだけでも気持ちが楽になること
もあります。日頃から気軽に話せる人を増やして
おきましょう。しかし、症状が続くときは、早め
に専門家に相談しましょう。

★ストレスをためない暮らし方★

★ストレスサインに気づいたら、早めのセルフケアが大切です★

休養 す　いみんは　心と体の　エネルギー

こころの健康 あ　んしんして　相談しよう 心の悩み

○良い睡眠で、からだもこころも健康に。
○適度な運動、しっかり朝食、ねむりとめざめの

メリハリを。
○良い睡眠は、生活習慣病予防につながります。
○睡眠による休養感は、こころの健康に重要です。
○年齢や季節に応じて、ひるまの眠気で困らない

程度の睡眠を。
○良い睡眠のためには環境づくりも重要です。
○若い世代は夜更かし避けて、体内時計のリズム

を保つ。

○勤労世代の疲労回復・能率アップに、毎日十分な
睡眠を。

○熟年世代は朝晩メリハリ、ひるまに適度な運動で
良い睡眠。

○眠くなってから寝床に入り、起きる時刻は遅らせ
ない。

○いつもと違う睡眠には、要注意。
○眠れない、その苦しみをかかえずに、専門家に相

談を。

ストレスサインに気づいたら、早めの対処が大切です。十分に休息をとり、
気分転換をするなど、早めにセルフケアをしましょう。

ストレスサインの例
□気持ちが落ち込む □イライラする □眠れない □食欲がない
□疲れやすい など
※歯が痛くなる、耳鳴りがするなど、自分特有のストレスサインがあれば、知っておくことも大切です。

☆ストレスって何？
　ストレスとは、外部から刺激を受けたときに生じる緊張状態のことです。
日常生活の中で起こるさまざまな変化＝刺激が、ストレスの原因となります。
主なストレスの要因

○環境的要因･･･天候や騒音など　　○身体的要因･･･病気や睡眠不足など
○社会的要因･･･人間関係がうまくいかない、仕事が忙しいなど
※進学や就職、結婚、出産といった喜ばしいできごとも変化＝刺激なので、
ストレスの原因となります。

女性のための再就職支援セミナー女性のための再就職支援セミナー

出張ジョブカフェ・マザーズセミナー in 安中出張ジョブカフェ・マザーズセミナー in 安中

　専門家から学ぶ！損をしない働き方
　これから働きたい女性のための賢い働き方、教えちゃいます！
　参加者同士で楽しく情報交換もできます！
　★子どもの教育資金はどれくらい必要？
　★社会保険に入ると損得どっち？
　★扶養の範囲内の働き方って？
　★年金ってこれからどうなるの？
日時▶９月２６日（月）午前１１時～午後１２時３０分
場所▶　305会議室
講師▶平岩社会保険労務士事務所　平岩　千鶴子 氏
定員▶１０人
対象▶就職を考えている女性または結婚、出産・育児、
　　　介護・看護などによる離職から再就職を考えている女性
参加料▶無料
託児▶１０人　※事前予約が必要です。
申込期限▶９月１６日（金）
申込み・問合せ▶　地域創造課商工労働係（☎内線２６２１）

撮影支援組織の設立へ撮影支援組織の設立へ
　７月１日（金）に、第１回撮影支援組織検討委員会が開催さ
れました。
　市内での映画やドラマなどの撮影を支援し、活用すること
で、安中市の知名度アップや観光振興、市の活性化につなげて
いく組織の設立を目指し、市内の各種団体の代表者などを交え
て、組織の方向性などを検討する委員会です。
　委員会では、提供サービスが完全無料のフィルムコミッショ
ンではなく、支援の一部を有料として独自運営を目指すロケー
ションサービス方式の組織にすることや、撮影の誘致や市ＰＲ
を積極的に行うなどの事業に関する方針が決定しました。
　今後は、１０月末の組織設立へ向けて、構成メンバーや規約
作成などの活動を行っていきます。
　なお、設立記念講演会を予定しております。詳しくは、広報
あんなか１０月１日号をご覧ください。

問合せ ▼ 選挙管理委員会（行政課）（☎内線１０４５）本

問合せ ▼ 観光課観光係（☎内線２６２２）松

松

本

2016年9月１日号 12安中市役所　☎３８２-111113



＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

問合せ ▼ 健康づくり課保健指導係（☎内線１１７２）本

『 安中健康21』

からのお知らせ
安中市健康増進計画・安中市食育推進計画
「いきいき安中健康２１」第２次を策定しました「いきいき安中健康２１」第２次を策定しました

安中市健康増進計画

い き い き

GOOD  FOR  THE  HEALT H・
G

O
O

D  FOR  THE  HEALTH・GOOD  FOR  T
HE  

HE
AL

TH
・

GO
O

D 
 FO

R  T
HE  HEALTH・

健康にいいこと

らか で
れ き

こ る

健康づくりのための睡眠指針2014～睡眠12箇条～

次回は、１０月１日号に『運動』と
『特定保健指導』の掲載を予定しています。

「いきいきあんなかけんこう２１」で健康標語作りました

①考え方や見方をかえてみよう
問題点やダメな点に注意が行きがちですが、実際
にできていること、うまくいっていることに注意
を向けてみましょう。気持ちが少し楽になること
もあります。

②困ったときは誰かに相談してみよう
話を聴いてもらうだけでも気持ちが楽になること
もあります。日頃から気軽に話せる人を増やして
おきましょう。しかし、症状が続くときは、早め
に専門家に相談しましょう。

★ストレスをためない暮らし方★

★ストレスサインに気づいたら、早めのセルフケアが大切です★

休養 す　いみんは　心と体の　エネルギー

こころの健康 あ　んしんして　相談しよう 心の悩み

○良い睡眠で、からだもこころも健康に。
○適度な運動、しっかり朝食、ねむりとめざめの

メリハリを。
○良い睡眠は、生活習慣病予防につながります。
○睡眠による休養感は、こころの健康に重要です。
○年齢や季節に応じて、ひるまの眠気で困らない

程度の睡眠を。
○良い睡眠のためには環境づくりも重要です。
○若い世代は夜更かし避けて、体内時計のリズム

を保つ。

○勤労世代の疲労回復・能率アップに、毎日十分な
睡眠を。

○熟年世代は朝晩メリハリ、ひるまに適度な運動で
良い睡眠。

○眠くなってから寝床に入り、起きる時刻は遅らせ
ない。

○いつもと違う睡眠には、要注意。
○眠れない、その苦しみをかかえずに、専門家に相

談を。

ストレスサインに気づいたら、早めの対処が大切です。十分に休息をとり、
気分転換をするなど、早めにセルフケアをしましょう。

ストレスサインの例
□気持ちが落ち込む □イライラする □眠れない □食欲がない
□疲れやすい など
※歯が痛くなる、耳鳴りがするなど、自分特有のストレスサインがあれば、知っておくことも大切です。

☆ストレスって何？
　ストレスとは、外部から刺激を受けたときに生じる緊張状態のことです。
日常生活の中で起こるさまざまな変化＝刺激が、ストレスの原因となります。
主なストレスの要因

○環境的要因･･･天候や騒音など　　○身体的要因･･･病気や睡眠不足など
○社会的要因･･･人間関係がうまくいかない、仕事が忙しいなど
※進学や就職、結婚、出産といった喜ばしいできごとも変化＝刺激なので、
ストレスの原因となります。

女性のための再就職支援セミナー女性のための再就職支援セミナー

出張ジョブカフェ・マザーズセミナー in 安中出張ジョブカフェ・マザーズセミナー in 安中

　専門家から学ぶ！損をしない働き方
　これから働きたい女性のための賢い働き方、教えちゃいます！
　参加者同士で楽しく情報交換もできます！
　★子どもの教育資金はどれくらい必要？
　★社会保険に入ると損得どっち？
　★扶養の範囲内の働き方って？
　★年金ってこれからどうなるの？
日時▶９月２６日（月）午前１１時～午後１２時３０分
場所▶　305会議室
講師▶平岩社会保険労務士事務所　平岩　千鶴子 氏
定員▶１０人
対象▶就職を考えている女性または結婚、出産・育児、
　　　介護・看護などによる離職から再就職を考えている女性
参加料▶無料
託児▶１０人　※事前予約が必要です。
申込期限▶９月１６日（金）
申込み・問合せ▶　地域創造課商工労働係（☎内線２６２１）

撮影支援組織の設立へ撮影支援組織の設立へ
　７月１日（金）に、第１回撮影支援組織検討委員会が開催さ
れました。
　市内での映画やドラマなどの撮影を支援し、活用すること
で、安中市の知名度アップや観光振興、市の活性化につなげて
いく組織の設立を目指し、市内の各種団体の代表者などを交え
て、組織の方向性などを検討する委員会です。
　委員会では、提供サービスが完全無料のフィルムコミッショ
ンではなく、支援の一部を有料として独自運営を目指すロケー
ションサービス方式の組織にすることや、撮影の誘致や市ＰＲ
を積極的に行うなどの事業に関する方針が決定しました。
　今後は、１０月末の組織設立へ向けて、構成メンバーや規約
作成などの活動を行っていきます。
　なお、設立記念講演会を予定しております。詳しくは、広報
あんなか１０月１日号をご覧ください。

問合せ ▼ 選挙管理委員会（行政課）（☎内線１０４５）本

問合せ ▼ 観光課観光係（☎内線２６２２）松

松

本
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○
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
に
つ

い
て

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
は
９

月
30
日
で
有
効
期
限
切
れ
に
な
り
、
使
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
期
限
切
れ

の
保
険
証
は
、
　
国
保
年
金
課
ま
た
は
　

住
民
福
祉
課
へ
返
却
す
る
か
、
返
却
で
き

な
い
場
合
に
は
各
自
で
責
任
を
持
っ
て
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
税
は
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
う

・
国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
の
医
療
費
を
ま
か
な
う
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、

有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者

証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な
い
の

に
国
民
健
康
保
険
税
を
１
年
以
上
滞

納
し
て
い
る
人
に
は
、
保
険
証
の
代

わ
り
に
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
さ
れ
た
人

○
新
し
い
保
険
証
を
９
月
下
旬
に
、
世
帯

主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す

・
世
帯
員
全
員
分
を
同
封
し
て
お
送
り

し
ま
す
。

・
保
険
証
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、

　
国
保
年
金
課
国
保
係
ま
た
は
　
住

民
福
祉
課
税
務
保
険
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

・
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
生
年
月
日

や
保
険
証
の
種
類
に
よ
っ
て
下
表
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。
（
国
民
健
康

保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
世
帯
を
除

く
）

○
簡
易
書
留
郵
便
で
の
送
付
を
希
望
す
る

人
は
次
の
期
間
中
に
届
出
を
お
願
い
し

ま
す

受
付
期
間
▼

８
月
29
日
（
月
）
〜
９
月
２
日
（
金
）
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所
▼
　
国
保
年
金
課
国
保
係
・
　

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

持
参
す
る
も
の
▼
保
険
証
・
は
ん
こ
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

が
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
医
療
機

関
に
医
療
費
の
全
額
を
支
払
い
、
あ

と
で
申
請
に
よ
り
保
険
給
付
（
７
割

か
ら
９
割
）
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
は
納
期
ま
で
に
納

め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

保険証の種類 生年月日 有効期限

一 般
医療保険証

昭和１６年１０月２日～昭和
１７年９月３０日生まれの人

７５歳の誕生日の前日
※誕生日から後期高齢者医療制度

昭和１７年１０月1日以降
生まれの人 平成２９年９月３０日

退 職 者
医療保険証

昭和２６年１０月2日～昭和
２７年９月1日生まれの人

６５歳の誕生月の末日
※有効期限の翌日から一般医療保険証

昭和２７年９月2日以降生
まれの人 平成２９年９月３０日

※退職者医療の被扶養者の人は、退職本人の有効期限に連動し
て有効期限が変わる場合があります。

問
合
せ
▼
　
国
保
年
金
課
国
保
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

　
　
　
　
　
住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
２
１
６
０
）

松 本

　市
内
の
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個

別
健
診
」
と
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に

各
保
健
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な
ど
で

受
診
す
る
「
集
団
健
診
」
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　結
果
通
知
に
つ
い
て
は
、
個
別
健

診
は
医
療
機
関
か
ら
、
集
団
検
診
は

市
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
健
診
時
に
持
参
す
る
も
の

①
ご
自
身
の
保
険
証

②
特
定
健
康
診
査
（
ま
た
は
後
期
高

齢
者
健
康
診
査
）
受
診
票
・
受
診
券

③
採
尿
し
た
尿
容
器
（
集
団
健
診
の

み
）

☆
注
意
事
項

①
朝
食
は
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
（
食
後
に
受
診
す
る
と
血
糖

値
が
上
が
る
な
ど
正
確
な
メ
タ
ボ
判

定
が
で
き
ま
せ
ん
。
）

②
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
「
質
問

票
」
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
血
圧
・
血
糖
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
下
げ
る
薬
を
服
用
し
て
い
る
人

は
、
必
ず
「
は
い
」
と
回
答
し
て
く

だ
さ
い
）

　利
用
券
が
届
い
た
ら

　特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

　安
中
市
国
保
に
加
入
し
て
い
る
４０

歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
特

定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　特
定
健
康
診
査
結
果
や
質
問
票
か

ら
、
生
活
習
慣
病
発
症
の
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
人
に
、
随

時
「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　特
定
保
健
指
導
利
用
券
が
ご
自
宅

に
届
い
た
人
は
、
こ
の
機
会
を
生
か

し
て
必
ず
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

☆
特
定
保
健
指
導
と
は

　特
定
健
康
診
査
の
結
果
か
ら
、
生

活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
人

に
対
し
て
、
医
師
・
保
健
師
・
管
理

栄
養
士
な
ど
が
、

対
象
者
一
人
一
人

の
状
態
に
あ
っ
た

生
活
習
慣
の
改
善

に
向
け
た
支
援
を

実
施
す
る
こ
と
で

す
。

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
実
施
中

特定健診は、「メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）」に着目した健
診です。
「メタボリックシンドローム」とは、内臓型肥満に加え、高血糖・高血圧・脂
質異常のうち、2つ以上を伴った状態をいいます（1つを伴うと「予備軍」）。
自覚症状がないまま動脈硬化が進み、重症化すると、脳梗塞・心筋梗塞などを
引き起こします。
放置せずに、生活習慣を改善することで重症化を予防できます。この機会に特
定保健指導を利用し、生活改善に取り組みましょう。

放っておくと・・・ 糖尿病悪化
↓　　　 

壊　疽 → 切断
網膜症 → 失明
腎臓病 → 透析

高血圧、糖尿病、
脂質異常症の悪化

↓
動脈硬化

↓
脳梗塞・心筋梗塞

※

特
定
保
健
指
導
の
実
施
方
法
は
、
医
療
保
険
者
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
ご
加
入
の
医
療
保
険
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問合せ ▼ 健康づくり課予防係（☎内線１１７２）本



○
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
に
つ

い
て

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
は
９

月
30
日
で
有
効
期
限
切
れ
に
な
り
、
使
う

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
期
限
切
れ

の
保
険
証
は
、
　
国
保
年
金
課
ま
た
は
　

住
民
福
祉
課
へ
返
却
す
る
か
、
返
却
で
き

な
い
場
合
に
は
各
自
で
責
任
を
持
っ
て
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
税
は
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
う

・
国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
の
医
療
費
を
ま
か
な
う
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、

有
効
期
限
の
短
い
「
短
期
被
保
険
者

証
」
が
交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

・
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な
い
の

に
国
民
健
康
保
険
税
を
１
年
以
上
滞

納
し
て
い
る
人
に
は
、
保
険
証
の
代

わ
り
に
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
さ
れ
た
人

○
新
し
い
保
険
証
を
９
月
下
旬
に
、
世
帯

主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す

・
世
帯
員
全
員
分
を
同
封
し
て
お
送
り

し
ま
す
。

・
保
険
証
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、

　
国
保
年
金
課
国
保
係
ま
た
は
　
住

民
福
祉
課
税
務
保
険
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

・
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
生
年
月
日

や
保
険
証
の
種
類
に
よ
っ
て
下
表
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。
（
国
民
健
康

保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
世
帯
を
除

く
）

○
簡
易
書
留
郵
便
で
の
送
付
を
希
望
す
る

人
は
次
の
期
間
中
に
届
出
を
お
願
い
し

ま
す

受
付
期
間
▼

８
月
29
日
（
月
）
〜
９
月
２
日
（
金
）
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所
▼
　
国
保
年
金
課
国
保
係
・
　

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

持
参
す
る
も
の
▼
保
険
証
・
は
ん
こ
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

が
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
医
療
機

関
に
医
療
費
の
全
額
を
支
払
い
、
あ

と
で
申
請
に
よ
り
保
険
給
付
（
７
割

か
ら
９
割
）
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
税
は
納
期
ま
で
に
納

め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

保険証の種類 生年月日 有効期限

一 般
医療保険証

昭和１６年１０月２日～昭和
１７年９月３０日生まれの人

７５歳の誕生日の前日
※誕生日から後期高齢者医療制度

昭和１７年１０月1日以降
生まれの人 平成２９年９月３０日

退 職 者
医療保険証

昭和２６年１０月2日～昭和
２７年９月1日生まれの人

６５歳の誕生月の末日
※有効期限の翌日から一般医療保険証

昭和２７年９月2日以降生
まれの人 平成２９年９月３０日

※退職者医療の被扶養者の人は、退職本人の有効期限に連動し
て有効期限が変わる場合があります。

問
合
せ
▼
　
国
保
年
金
課
国
保
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

　
　
　
　
　
住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
２
１
６
０
）

松 本

　市
内
の
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個

別
健
診
」
と
、
決
め
ら
れ
た
日
時
に

各
保
健
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な
ど
で

受
診
す
る
「
集
団
健
診
」
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　結
果
通
知
に
つ
い
て
は
、
個
別
健

診
は
医
療
機
関
か
ら
、
集
団
検
診
は

市
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
健
診
時
に
持
参
す
る
も
の

①
ご
自
身
の
保
険
証

②
特
定
健
康
診
査
（
ま
た
は
後
期
高

齢
者
健
康
診
査
）
受
診
票
・
受
診
券

③
採
尿
し
た
尿
容
器
（
集
団
健
診
の

み
）

☆
注
意
事
項

①
朝
食
は
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
（
食
後
に
受
診
す
る
と
血
糖

値
が
上
が
る
な
ど
正
確
な
メ
タ
ボ
判

定
が
で
き
ま
せ
ん
。
）

②
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
「
質
問

票
」
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
血
圧
・
血
糖
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
下
げ
る
薬
を
服
用
し
て
い
る
人

は
、
必
ず
「
は
い
」
と
回
答
し
て
く

だ
さ
い
）

　利
用
券
が
届
い
た
ら

　特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

　安
中
市
国
保
に
加
入
し
て
い
る
４０

歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
特

定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　特
定
健
康
診
査
結
果
や
質
問
票
か

ら
、
生
活
習
慣
病
発
症
の
可
能
性
が

高
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
人
に
、
随

時
「
特
定
保
健
指
導
利
用
券
」
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

　特
定
保
健
指
導
利
用
券
が
ご
自
宅

に
届
い
た
人
は
、
こ
の
機
会
を
生
か

し
て
必
ず
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

☆
特
定
保
健
指
導
と
は

　特
定
健
康
診
査
の
結
果
か
ら
、
生

活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
い
人

に
対
し
て
、
医
師
・
保
健
師
・
管
理

栄
養
士
な
ど
が
、

対
象
者
一
人
一
人

の
状
態
に
あ
っ
た

生
活
習
慣
の
改
善

に
向
け
た
支
援
を

実
施
す
る
こ
と
で

す
。

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
実
施
中

特定健診は、「メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）」に着目した健
診です。
「メタボリックシンドローム」とは、内臓型肥満に加え、高血糖・高血圧・脂
質異常のうち、2つ以上を伴った状態をいいます（1つを伴うと「予備軍」）。
自覚症状がないまま動脈硬化が進み、重症化すると、脳梗塞・心筋梗塞などを
引き起こします。
放置せずに、生活習慣を改善することで重症化を予防できます。この機会に特
定保健指導を利用し、生活改善に取り組みましょう。

放っておくと・・・ 糖尿病悪化
↓　　　 

壊　疽 → 切断
網膜症 → 失明
腎臓病 → 透析

高血圧、糖尿病、
脂質異常症の悪化

↓
動脈硬化

↓
脳梗塞・心筋梗塞

※

特
定
保
健
指
導
の
実
施
方
法
は
、
医
療
保
険
者
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
ご
加
入
の
医
療
保
険
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問合せ ▼ 健康づくり課予防係（☎内線１１７２）本
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７月・８月・９月は

「滞納処分（財産差押え）強化月間」です
～どなたでも参加できます～

不動産合同公売を
実施します

●滞納処分の差押件数・換価状況

●滞納処分件数の推移

年度 平成27年度4~6月 平成28年度4~6月 　
税
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な

暮
ら
し
を
す
る
た
め
の
原
資
（
も
と
で
）

と
な
る
も
の
で
す
。
福
祉
や
医
療
、
教

育
、
ご
み
処
理
、
道
路
整
備
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
財
源
で
す
。

　
市
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
納
期
内
に

納
付
し
て
い
る
大
多
数
の
市
民
と
の
公
平

性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市

の
財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
納
税
が
無
く
、
納
税
相
談
も
無

い
人
に
対
し
て
は
、
滞
納
処
分
に
よ
り
強

制
的
に
徴
収
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
７

月
・
８
月
・
９
月
を
「
滞
納
処
分
（
財
産

差
押
え
）
強
化
月
間
」
と
し
て
、
財
産
の

差
押
え
を
よ
り
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

◎
不
動
産
差
押
え
を
強
化
し
て
い
ま
す

　
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
支
払
い
を
優
先

し
て
税
を
納
め
な
い
人
に
は
、
積
極
的

に
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
差
押
え

を
執
行
し
て
い
ま
す
。

◎
給
与
の
差
押
え
を
強
化
し
て
い
ま
す

　給
与
収
入
が
あ
り
、
納
税
で
き
る
状

況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
税
を
納
め

な
い
人
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
給
与

の
差
押
え
を
執
行
し
ま
す
。

　給
与
の
差
押
え
は
、
勤
務
先
に
給
与

を
照
会
し
た
後
に
執
行
し
ま
す
。
照
会

の
際
、
滞
納
の
事
実
を
勤
務
先
に
伝
え

ま
す
。
給
与
の
照
会
や
差
押
え
の
執
行

に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
差
押
え
を
受

け
る
人
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　差
押
え
後
は
、
完
納
に
な
る
ま
で
毎

月
取
立
て
を
行
い
ま
す
。

◎
「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
車
輪
止
め
）
」

を
導
入
し
て
自
動
車
な
ど
の
差
押
え
を

実
施
し
ま
す

　差
し
押
さ
え
た
自
動
車
（
二
輪
車

含
）
を
運
行
・
使
用
さ
せ
な
い
た
め
の

措
置
と
し
て
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
部
分

に
装
着
し
て
運
行
不
能
状
態
に
し
、

レ
ッ
カ
ー
移
動
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
納

税
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
で
売
却
し
ま
す
。

　な
お
、
自
動
車
差
押
え
に
要
し
た
経

費
に
つ
い
て
も
、
滞
納
者
本
人
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

◎
延
滞
金
に
つ
い
て

　納
期
限
を
過
ぎ
て
も
未
納
の
場
合

は
、
延
滞
金
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
延
滞
金
は
、
税
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
の
一
種
の
制
裁
金
と
言
え

る
も
の
で
、
延
滞
金
の
み
の
滞
納
で

あ
っ
て
も
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
押

え
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
納
税
は
納
期
内
納
付
が
大
原
則
で
す

　市
税
の
納
付
は
、
納
期
内
の
自
主
納

付
が
原
則
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た
場

合
に
は
、
20
日
以
内
に
督
促
状
が
発
送

さ
れ
ま
す
が
、
発
送
に
は
多
額
の
経
費

が
掛
か
り
、
そ
の
経
費
も
市
税
で
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
期
内
納
付

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

納
税
が
困
難
な
人
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
放
置
せ
ず
、
早
め
に
相
談
を

　災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
市

税
を
納
期
ご
と
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、一
人
で
悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず

に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分

割
納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

●
夜
間
納
税
相
談
窓
口

市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
左
表
の
開
設
日
（
納

期
限
日
）
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
を
公
売

し
、
入
札
に
よ
っ
て
売
却
し
ま
す
。
今
回

は
、
土
地
付
建
物
3
件
、
土
地
7
件
の
計

１０
件
の
不
動
産
が
公
売
対
象
で
、
売
却
代

金
は
市
税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　今
回
の
公
売
は
本
市
と
高
崎
市
、
藤
岡

市
、
藤
岡
行
政
県
税
事
務
所
と
合
同
で
行

い
ま
す
。

　多
く
の
機
関
で
公
売
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
入
札
・
売
却
と
税
収
確

保
を
目
指
し
ま
す
。

　ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
人
は
、
是
非
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
公

売
広
報
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

預 貯 金
給 与 ・ 年 金
生 命 保 険
国 税 還 付 金
売掛金・賃料ほか
不 動 産

計
換価による税収

215
8
11
38
3
11
286

14,149,043円

247
23
20
35
1
10
336

17,341,000円

財産の種類
債債など
不動産

25年度
1,072
48

27年度
1,191
39

24年度
1,022
88

26年度
1,170
75

開
設
日

時
　
間

場
　
所

９
月
３０
日
（
金
）

10
月
３１
日
（
月
）

１1
月
３0
日
（
水
）

１2
月
26
日
（
月
）

午
後
８
時
ま
で

　
収
納
課

本

▲過去に差し押さえた不動産

▲過去に公売した不動産

本
松

※直前に公売を中止する場合があります。事前に公売実施の有無を各機関に問い合わせてください。
※農地の場合、公売参加には農業委員会の発行する買受適格証明書が必要となります。
※公売は、現況有姿のまま売却します。入札の際は、不動産の状況確認や登記簿等の閲覧などにより、事前に検討したうえで入
札してください。

場所入札期日

その他

各機関の
連絡先

11 月 22 日 ( 火 ) 午後 1 時受付開始 群馬県高崎合同庁舎４階
受付：4 0 4 会議室　入札会場：4 0 2 会議室

・高崎市（☎３２１-１２２５）　・藤岡市（☎０２７４-４０ -２８３１）　
・藤岡行政県税事務所（☎０２７４-２２ -１４４２）

公売参加の手続と本市の物件の詳細については、市のホームページ、または　収納課・
　住民福祉課に用意した「公売広報」をご覧ください。
本市以外の各機関の公売の内容については、各機関に直接お問い合わせください。

土地 建物

宅地１筆
山林 2筆

宅地 2筆
畑 2筆

建物 2棟
付属建物 2棟

売却区分
番号

安中市 -1

安中市 -2

安中市 -3

安中市 -4

安中市 -5

安中市 -6

安中市 -7

安中市 -8

安中市 -9

安中市 -10

安中五丁目字城下

松井田町八城字別所

松井田町八城字別所

松井田町八城字渡戸

松井田町人見字新田

松井田町二軒在家字中島

板鼻字本町

松井田町人見字西原

板鼻字毘沙門

磯部二丁目字西新井

1,890,000

1,080,000

1,940,000

3,870,000

4,960,000

1,980,000

1,380,000

11,970,000

6,190,000

3,980,000

190,000

110,000

200,000

390,000

500,000

200,000

140,000

1,200,000

620,000

400,000

所在地 最低入札価額
（円）

公売保証金
（円）

内容

土地面積（㎡）

悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

建物面積（㎡）

宅地３筆

畑 1筆

畑 1筆

宅地 2筆

宅地 2筆

畑 3筆

宅地 1筆

宅地 1筆

建物１棟

‐

‐

‐

‐

建物１棟

-

-

-

計 353.30

300

536

計 326.99

計 472.45

計 391.85

計 195.71

計 2,497

816.77

382.00

計 119.24

‐

‐

‐

‐

計 42.49

‐

-

計 500.42

-
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問合せ ▼ 収納課収納整理係（☎内線１０８４）本問合せ ▼ 収納課収納整理係（☎内線１０８６）本

７月・８月・９月は

「滞納処分（財産差押え）強化月間」です
～どなたでも参加できます～

不動産合同公売を
実施します

●滞納処分の差押件数・換価状況

●滞納処分件数の推移

年度 平成27年度4~6月 平成28年度4~6月 　
税
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な

暮
ら
し
を
す
る
た
め
の
原
資
（
も
と
で
）

と
な
る
も
の
で
す
。
福
祉
や
医
療
、
教

育
、
ご
み
処
理
、
道
路
整
備
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
財
源
で
す
。

　
市
税
を
滞
納
す
る
こ
と
は
、
納
期
内
に

納
付
し
て
い
る
大
多
数
の
市
民
と
の
公
平

性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
市

の
財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
納
税
が
無
く
、
納
税
相
談
も
無

い
人
に
対
し
て
は
、
滞
納
処
分
に
よ
り
強

制
的
に
徴
収
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
７

月
・
８
月
・
９
月
を
「
滞
納
処
分
（
財
産

差
押
え
）
強
化
月
間
」
と
し
て
、
財
産
の

差
押
え
を
よ
り
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

◎
不
動
産
差
押
え
を
強
化
し
て
い
ま
す

　
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
支
払
い
を
優
先

し
て
税
を
納
め
な
い
人
に
は
、
積
極
的

に
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の
差
押
え

を
執
行
し
て
い
ま
す
。

◎
給
与
の
差
押
え
を
強
化
し
て
い
ま
す

　給
与
収
入
が
あ
り
、
納
税
で
き
る
状

況
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
税
を
納
め

な
い
人
に
対
し
て
は
、
積
極
的
に
給
与

の
差
押
え
を
執
行
し
ま
す
。

　給
与
の
差
押
え
は
、
勤
務
先
に
給
与

を
照
会
し
た
後
に
執
行
し
ま
す
。
照
会

の
際
、
滞
納
の
事
実
を
勤
務
先
に
伝
え

ま
す
。
給
与
の
照
会
や
差
押
え
の
執
行

に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
差
押
え
を
受

け
る
人
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　差
押
え
後
は
、
完
納
に
な
る
ま
で
毎

月
取
立
て
を
行
い
ま
す
。

◎
「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
（
車
輪
止
め
）
」

を
導
入
し
て
自
動
車
な
ど
の
差
押
え
を

実
施
し
ま
す

　差
し
押
さ
え
た
自
動
車
（
二
輪
車

含
）
を
運
行
・
使
用
さ
せ
な
い
た
め
の

措
置
と
し
て
、
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
部
分

に
装
着
し
て
運
行
不
能
状
態
に
し
、

レ
ッ
カ
ー
移
動
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
納

税
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
で
売
却
し
ま
す
。

　な
お
、
自
動
車
差
押
え
に
要
し
た
経

費
に
つ
い
て
も
、
滞
納
者
本
人
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

◎
延
滞
金
に
つ
い
て

　納
期
限
を
過
ぎ
て
も
未
納
の
場
合

は
、
延
滞
金
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
延
滞
金
は
、
税
の
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
の
一
種
の
制
裁
金
と
言
え

る
も
の
で
、
延
滞
金
の
み
の
滞
納
で

あ
っ
て
も
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
押

え
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
納
税
は
納
期
内
納
付
が
大
原
則
で
す

　市
税
の
納
付
は
、
納
期
内
の
自
主
納

付
が
原
則
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
た
場

合
に
は
、
20
日
以
内
に
督
促
状
が
発
送

さ
れ
ま
す
が
、
発
送
に
は
多
額
の
経
費

が
掛
か
り
、
そ
の
経
費
も
市
税
で
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
期
内
納
付

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

納
税
が
困
難
な
人
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
放
置
せ
ず
、
早
め
に
相
談
を

　災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
市

税
を
納
期
ご
と
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、一
人
で
悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず

に
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分

割
納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

●
夜
間
納
税
相
談
窓
口

市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
左
表
の
開
設
日
（
納

期
限
日
）
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ

え
た
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
を
公
売

し
、
入
札
に
よ
っ
て
売
却
し
ま
す
。
今
回

は
、
土
地
付
建
物
3
件
、
土
地
7
件
の
計

１０
件
の
不
動
産
が
公
売
対
象
で
、
売
却
代

金
は
市
税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　今
回
の
公
売
は
本
市
と
高
崎
市
、
藤
岡

市
、
藤
岡
行
政
県
税
事
務
所
と
合
同
で
行

い
ま
す
。

　多
く
の
機
関
で
公
売
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
入
札
・
売
却
と
税
収
確

保
を
目
指
し
ま
す
。

　ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の
で
、

関
心
の
あ
る
人
は
、
是
非
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
公

売
広
報
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

預 貯 金
給 与 ・ 年 金
生 命 保 険
国 税 還 付 金
売掛金・賃料ほか
不 動 産

計
換価による税収

215
8
11
38
3
11
286

14,149,043円

247
23
20
35
1
10
336

17,341,000円

財産の種類
債債など
不動産

25年度
1,072
48

27年度
1,191
39

24年度
1,022
88

26年度
1,170
75

開
設
日

時
　
間

場
　
所

９
月
３０
日
（
金
）

10
月
３１
日
（
月
）

１1
月
３0
日
（
水
）

１2
月
26
日
（
月
）

午
後
８
時
ま
で

　
収
納
課

本

▲過去に差し押さえた不動産

▲過去に公売した不動産

本
松

※直前に公売を中止する場合があります。事前に公売実施の有無を各機関に問い合わせてください。
※農地の場合、公売参加には農業委員会の発行する買受適格証明書が必要となります。
※公売は、現況有姿のまま売却します。入札の際は、不動産の状況確認や登記簿等の閲覧などにより、事前に検討したうえで入
札してください。

場所入札期日

その他

各機関の
連絡先

11 月 22 日 ( 火 ) 午後 1 時受付開始 群馬県高崎合同庁舎４階
受付：4 0 4 会議室　入札会場：4 0 2 会議室

・高崎市（☎３２１-１２２５）　・藤岡市（☎０２７４-４０ -２８３１）　
・藤岡行政県税事務所（☎０２７４-２２ -１４４２）

公売参加の手続と本市の物件の詳細については、市のホームページ、または　収納課・
　住民福祉課に用意した「公売広報」をご覧ください。
本市以外の各機関の公売の内容については、各機関に直接お問い合わせください。

土地 建物

宅地１筆
山林 2筆

宅地 2筆
畑 2筆

建物 2棟
付属建物 2棟

売却区分
番号

安中市 -1

安中市 -2

安中市 -3

安中市 -4

安中市 -5

安中市 -6

安中市 -7

安中市 -8

安中市 -9

安中市 -10

安中五丁目字城下

松井田町八城字別所

松井田町八城字別所

松井田町八城字渡戸

松井田町人見字新田

松井田町二軒在家字中島

板鼻字本町

松井田町人見字西原

板鼻字毘沙門

磯部二丁目字西新井

1,890,000

1,080,000

1,940,000

3,870,000

4,960,000

1,980,000

1,380,000

11,970,000

6,190,000

3,980,000

190,000

110,000

200,000

390,000

500,000

200,000

140,000

1,200,000

620,000

400,000

所在地 最低入札価額
（円）

公売保証金
（円）

内容

土地面積（㎡）

悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

建物面積（㎡）

宅地３筆

畑 1筆

畑 1筆

宅地 2筆

宅地 2筆

畑 3筆

宅地 1筆

宅地 1筆

建物１棟

‐

‐

‐

‐

建物１棟

-

-

-

計 353.30

300

536

計 326.99

計 472.45

計 391.85

計 195.71

計 2,497

816.77

382.00

計 119.24

‐

‐

‐

‐

計 42.49

‐

-

計 500.42

-
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問合せ ▼ 市民生活課市民協働係（☎内線１１３９）本

－

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

－

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

第66回

ら
れ
、
昭
和
20
年
に
20
歳
以
上
の
男

女
全
員
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
27
年
に
は
、
選

挙
権
が
20
歳
か
ら
18
歳
へ
と
引
き
下

げ
ら
れ
、
今
年
の
参
議
院
選
挙
か
ら

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
い
る
現

在
の
日
本
に
お
い
て
、
女
性
の
国
会

議
員
、
都
道
府
県
議
会
の
議
員
数
な

ど
は
、
と
も
に
８
％
程
度
で
す
。
ま

た
、
経
済
的
な
面
、
例
え
ば
、
男
女

の
給
与
比
較
で
は
、
女
性
の
給
与
は

男
性
の
そ
れ
に
比
べ
70
％
程
度
に
留

ま
っ
て
い
る
と
い
う
統
計
が
出
て
い

ま
す
。

　
群
馬
県
の
教
職
員
を
み
る
と
、
公

立
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
男
性
教

員
が
約
45
％
、
女
性
教
員
が
約
55
％

の
比
率
で
す
。
た
だ
し
、
校
長
や
教

頭
な
ど
の
管
理
職
に
な
る
と
女
性
が

13
％
程
度
し
か
い
ま
せ
ん
。
教
員
の

世
界
で
は
基
本
的
に
男
女
の
雇
用
や

給
与
の
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
管
理

職
と
な
る
と
こ
の
よ
う
に
大
き
な
差

が
出
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
ど
う
い
っ
た
理
由
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
教
員
に
限
ら
ず
私
の
身

近
で
も
夫
婦
共
働
き
で
子
ど
も
を
育

て
、
親
の
介
護
を
し
て
い
る
人
た
ち

が
い
ま
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら
も
そ

の
多
く
の
家
庭
で
子
ど
も
や
高
齢
者

の
面
倒
を
見
つ
つ
家
事
を
こ
な
し
て

い
る
比
率
は
、
ま
だ
ま
だ
女
性
の
ほ

　「
元
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
」

と
い
う
一
文
で
始
ま
る
『
青
鞜
』
は
、

明
治
44
年
に
平
塚
雷
鳥
ら
に
よ
り
創

刊
さ
れ
た
女
性
の
た
め
の
文
芸
誌
で

す
。
当
時
の
日
本
に
は
、
男
性
が
社

会
的
役
割
を
果
た
し
、
女
性
が
男
性

を
支
え
、
家
庭
を
守
る
と
い
う
考
え

方
・
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
、

純
文
学
的
な
指
向
だ
っ
た
『
青
鞜
』

も
し
だ
い
に
女
性
が
社
会
参
加
す
る

た
め
に
は
、
参
政
権
が
必
要
と
の
考

え
の
基
、
そ
の
獲
得
を
目
的
と
し
た

啓
蒙
誌
へ
と
形
を
変
え
て
い
き
ま

す
。

　
し
か
し
、
実
際
明
治
後
半
に
ど
れ

だ
け
の
国
民
が
参
政
権
を
も
っ
て
い

た
か
と
言
え
ば
、
全
人
口
の
た
っ
た

２
％
程
度
。
国
民
の
意
志
や
考
え
が

い
ろ
い
ろ
な
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

反
映
さ
れ
る
社
会
構
造
に
は
な
っ
て

い
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
し
た
。
そ

の
後
、
大
正
14
年
に
な
っ
て
、
25
歳

以
上
の
男
子
全
員
に
選
挙
権
が
与
え

　安
中
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
委
員
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国
民
年
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せ

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免
除
制
度
や

　
　
　納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す

第
３
号
被
保
険
者
は
配
偶
者
の
転
職
や

　退
職
な
ど
に
よ
っ
て
も
届
出
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
た
期
間
や
、
納
付
猶
予
を
受

け
た
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
や
、
一
家
の
支
え
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
一
部
免
除

の
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い

と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）

○
申
請
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
の

所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し

て
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
全
額
、
４
分

の
３
、
半
額
ま
た
は
４
分
の
１
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　
た
だ
し
、
４
分
の
３
、
半
額
ま
た
は
４
分

の
１
の
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残

り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱

い
に
な
り
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
平
成
28
年
７
月
か
ら
平
成

29
年
６
月
ま
で
で
す
。

○
納
付
猶
予
制
度

　
50
歳
未
満
（
平
成
２８
年
６
月
以
前
分
の
申

請
は
30
歳
未
満
）
で
、
世
帯
主
の
所
得
に
関

係
な
く
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承
認
を
受

け
る
と
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
平
成
２８
年
７
月
か
ら
平
成

２９
年
６
月
ま
で
で
す
。

☆
平
成
２８
年
７
月
よ
り
、
３０
歳
未
満
か
ら
５０

歳
未
満
へ
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の

場
合
、
申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、
学
生
期

間
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成

２９
年
３
月
ま
で
で
す
。

※

申
請
免
除
、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

の
各
制
度
は
と
も
に
、
申
請
は
原
則
と
し

て
毎
年
必
要
で
す
。

※

全
額
免
除
お
よ
び
納
付
猶
予
に
つ
い
て

は
、
翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請

（
継
続
申
請
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
失

業
な
ど
に
よ
る
理
由
を
除
く
）

　
国
民
年
金
の
「
第
３
号
被
保
険
者
」（
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満

の
人
）
は
、
本
人
が
就
職
し
た
と
き
だ
け
で

な
く
配
偶
者
が
転
職
・
退
職
し
た
と
き
な
ど

に
も
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ

届
出
）

○
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き
（
退
職
し
た
翌

日
に
再
就
職
し
た
と
き
）

（
３
号
の
種
別
確
認…

転
職
後
の
勤
務
先

事
業
所
か
ら
年
金
事
務
所
へ
届
出
）

○
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ

届
出
）

○
本
人
の
収
入
増
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
配

偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ

届
出
）

○
配
偶
者
が
６５
歳
に
な
っ
た
と
き

（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ

届
出
）

※

詳
し
く
は
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
皆
さ
ん
へ

　
過
去
５
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
人
は
、
お
申
し
込
み

に
よ
り
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９

月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
後
納
制
度
）。

※

後
納
す
る
保
険
料
額
は
政
令
で
定
め
る
額

を
加
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

う
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。能
力
の
あ
る
女
性
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
職
場
で
活
か
し
き
れ
な
い
こ

と
の
一
つ
の
原
因
は
、
家
庭
の
中
の

男
女
の
役
割
分
担
に
あ
る
と
い
う
推

測
も
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
ま
た
、
家
庭
で
の
役
割
を
果
た
そ

う
と
す
る
男
性
も
、
育
児
や
介
護
の

休
暇
が
取
り
に
く
い
、
残
業
が
避
け

ら
れ
な
い
な
ど
の
現
実
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
出

来
て
17
年
程
た
っ
た
現
在
に
お
い

て
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
を
ど
う
具
体

的
な
形
や
数
値
と
し
て
実
現
し
て
い

く
か
は
、
社
会
全
体
の
大
き
な
課
題

と
も
言
え
ま
す
。
教
育
の
現
場
に
お

い
て
は
、
人
権
教
育
の
視
点
か
ら
、

日
頃
の
児
童
生
徒
へ
の
接
し
方
、
呼

び
方
や
名
簿
の
並
べ
方
な
ど
、「
な

ぜ
、
男
子
が…

」、「
ど
う
し
て
、
女

子
が…

」
な
ど
疑
問
・
差
別
的
な
意

識
が
持
た
れ
る
よ
う
な
こ
と
の
な

い
、
男
女
が
自
然
に
活
動
で
き
る
、

学
校
生
活
が
共
同
・
協
力
し
て
行
え

る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
点
に
配
慮
し

て
学
校
経
営
・
制
度
を
考
え
、
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
た
時

に
は
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
も
っ

て
い
る
個
性
や
能
力
を
十
分
活
か
せ

る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

第66回

ら
れ
、
昭
和
20
年
に
20
歳
以
上
の
男

女
全
員
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
27
年
に
は
、
選

挙
権
が
20
歳
か
ら
18
歳
へ
と
引
き
下

げ
ら
れ
、
今
年
の
参
議
院
選
挙
か
ら

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
い
る
現

在
の
日
本
に
お
い
て
、
女
性
の
国
会

議
員
、
都
道
府
県
議
会
の
議
員
数
な

ど
は
、
と
も
に
８
％
程
度
で
す
。
ま

た
、
経
済
的
な
面
、
例
え
ば
、
男
女

の
給
与
比
較
で
は
、
女
性
の
給
与
は

男
性
の
そ
れ
に
比
べ
70
％
程
度
に
留

ま
っ
て
い
る
と
い
う
統
計
が
出
て
い

ま
す
。

　
群
馬
県
の
教
職
員
を
み
る
と
、
公

立
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
男
性
教

員
が
約
45
％
、
女
性
教
員
が
約
55
％

の
比
率
で
す
。
た
だ
し
、
校
長
や
教

頭
な
ど
の
管
理
職
に
な
る
と
女
性
が

13
％
程
度
し
か
い
ま
せ
ん
。
教
員
の

世
界
で
は
基
本
的
に
男
女
の
雇
用
や

給
与
の
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
管
理

職
と
な
る
と
こ
の
よ
う
に
大
き
な
差

が
出
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
ど
う
い
っ
た
理
由
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
教
員
に
限
ら
ず
私
の
身

近
で
も
夫
婦
共
働
き
で
子
ど
も
を
育

て
、
親
の
介
護
を
し
て
い
る
人
た
ち

が
い
ま
す
。
仕
事
を
し
な
が
ら
も
そ

の
多
く
の
家
庭
で
子
ど
も
や
高
齢
者

の
面
倒
を
見
つ
つ
家
事
を
こ
な
し
て

い
る
比
率
は
、
ま
だ
ま
だ
女
性
の
ほ

　「
元
始
、
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た
」

と
い
う
一
文
で
始
ま
る
『
青
鞜
』
は
、

明
治
44
年
に
平
塚
雷
鳥
ら
に
よ
り
創

刊
さ
れ
た
女
性
の
た
め
の
文
芸
誌
で

す
。
当
時
の
日
本
に
は
、
男
性
が
社

会
的
役
割
を
果
た
し
、
女
性
が
男
性

を
支
え
、
家
庭
を
守
る
と
い
う
考
え

方
・
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
は
、

純
文
学
的
な
指
向
だ
っ
た
『
青
鞜
』

も
し
だ
い
に
女
性
が
社
会
参
加
す
る

た
め
に
は
、
参
政
権
が
必
要
と
の
考

え
の
基
、
そ
の
獲
得
を
目
的
と
し
た

啓
蒙
誌
へ
と
形
を
変
え
て
い
き
ま

す
。

　
し
か
し
、
実
際
明
治
後
半
に
ど
れ

だ
け
の
国
民
が
参
政
権
を
も
っ
て
い

た
か
と
言
え
ば
、
全
人
口
の
た
っ
た

２
％
程
度
。
国
民
の
意
志
や
考
え
が

い
ろ
い
ろ
な
面
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

反
映
さ
れ
る
社
会
構
造
に
は
な
っ
て

い
な
か
っ
た
の
が
実
情
で
し
た
。
そ

の
後
、
大
正
14
年
に
な
っ
て
、
25
歳

以
上
の
男
子
全
員
に
選
挙
権
が
与
え
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中
市
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民
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免
除
制
度
や

　
　
　納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す

第
３
号
被
保
険
者
は
配
偶
者
の
転
職
や

　退
職
な
ど
に
よ
っ
て
も
届
出
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
た
期
間
や
、
納
付
猶
予
を
受

け
た
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
や
、
一
家
の
支
え
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
一
部
免
除

の
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い

と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
、
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）

○
申
請
免
除
制
度

　
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
の
前
年
の

所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し

て
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
全
額
、
４
分

の
３
、
半
額
ま
た
は
４
分
の
１
が
免
除
さ
れ

ま
す
。

　
た
だ
し
、
４
分
の
３
、
半
額
ま
た
は
４
分

の
１
の
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残

り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱

い
に
な
り
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
平
成
28
年
７
月
か
ら
平
成

29
年
６
月
ま
で
で
す
。

○
納
付
猶
予
制
度

　
50
歳
未
満
（
平
成
２８
年
６
月
以
前
分
の
申

請
は
30
歳
未
満
）
で
、
世
帯
主
の
所
得
に
関

係
な
く
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承
認
を
受

け
る
と
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
平
成
２８
年
７
月
か
ら
平
成

２９
年
６
月
ま
で
で
す
。

☆
平
成
２８
年
７
月
よ
り
、
３０
歳
未
満
か
ら
５０

歳
未
満
へ
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以
下
の

場
合
、
申
請
し
承
認
を
受
け
る
と
、
学
生
期

間
中
の
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　
承
認
期
間
は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
平
成

２９
年
３
月
ま
で
で
す
。

※

申
請
免
除
、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例

の
各
制
度
は
と
も
に
、
申
請
は
原
則
と
し

て
毎
年
必
要
で
す
。

※

全
額
免
除
お
よ
び
納
付
猶
予
に
つ
い
て

は
、
翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請

（
継
続
申
請
）す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
失

業
な
ど
に
よ
る
理
由
を
除
く
）

　
国
民
年
金
の
「
第
３
号
被
保
険
者
」（
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満

の
人
）
は
、
本
人
が
就
職
し
た
と
き
だ
け
で

な
く
配
偶
者
が
転
職
・
退
職
し
た
と
き
な
ど

に
も
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ

届
出
）

○
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き
（
退
職
し
た
翌

日
に
再
就
職
し
た
と
き
）

（
３
号
の
種
別
確
認…

転
職
後
の
勤
務
先

事
業
所
か
ら
年
金
事
務
所
へ
届
出
）

○
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ

届
出
）

○
本
人
の
収
入
増
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
配

偶
者
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き

（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ

届
出
）

○
配
偶
者
が
６５
歳
に
な
っ
た
と
き

（
３
号
か
ら
１
号
へ…

本
人
が
市
役
所
へ

届
出
）

※

詳
し
く
は
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
皆
さ
ん
へ

　
過
去
５
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
人
は
、
お
申
し
込
み

に
よ
り
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９

月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５
年
分
ま

で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
後
納
制
度
）。

※

後
納
す
る
保
険
料
額
は
政
令
で
定
め
る
額

を
加
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

う
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。能
力
の
あ
る
女
性
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
職
場
で
活
か
し
き
れ
な
い
こ

と
の
一
つ
の
原
因
は
、
家
庭
の
中
の

男
女
の
役
割
分
担
に
あ
る
と
い
う
推

測
も
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
ま
た
、
家
庭
で
の
役
割
を
果
た
そ

う
と
す
る
男
性
も
、
育
児
や
介
護
の

休
暇
が
取
り
に
く
い
、
残
業
が
避
け

ら
れ
な
い
な
ど
の
現
実
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
出

来
て
17
年
程
た
っ
た
現
在
に
お
い

て
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
を
ど
う
具
体

的
な
形
や
数
値
と
し
て
実
現
し
て
い

く
か
は
、
社
会
全
体
の
大
き
な
課
題

と
も
言
え
ま
す
。
教
育
の
現
場
に
お

い
て
は
、
人
権
教
育
の
視
点
か
ら
、

日
頃
の
児
童
生
徒
へ
の
接
し
方
、
呼

び
方
や
名
簿
の
並
べ
方
な
ど
、「
な

ぜ
、
男
子
が…

」、「
ど
う
し
て
、
女

子
が…

」
な
ど
疑
問
・
差
別
的
な
意

識
が
持
た
れ
る
よ
う
な
こ
と
の
な

い
、
男
女
が
自
然
に
活
動
で
き
る
、

学
校
生
活
が
共
同
・
協
力
し
て
行
え

る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
点
に
配
慮
し

て
学
校
経
営
・
制
度
を
考
え
、
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
た
時

に
は
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
も
っ

て
い
る
個
性
や
能
力
を
十
分
活
か
せ

る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　総合案内、　受付、または市のホームページ（http://www.city.annaka.
gunma.jp）からダウンロードできます。
本

本

松

男女共同参画推進委員会の委員を公募します
　市では、市民の皆さんの中から男女共同参画社会の推進に理解があり、主体的に活動
する意欲がある人を安中市男女共同参画推進委員会の委員として次のとおり公募します。

募 集 人 数
任 　 　 期

２人以内
平成２８年１１月１日～平成３０年１０月３１日

選 考・発 表 応募内容について市が審査・選考し、結果は応募者全員に通知します。

応 募 資 格 ①応募時点で市内に住所があり、市外に転出する予定のない人
②平成２８年４月１日現在で２０歳以上の人

応 募 方 法 所定の応募用紙に必要事項と応募理由（４００字程度）をご記入のうえ、応
募・問合せ先まで持参、郵送または電子メールで提出してください。

応募用紙配布場所

募 集 期 間 ９月１日（木）～２３日（金）
※郵送の場合は最終日の消印分まで有効。

そ の 他
・会議は原則、平日昼間に開催します（年３回程度）。
・選考過程および選考結果などのお問い合わせについては応じかねます
ので、あらかじめご承知おきください。

応 募・問 合 せ
　市民生活課市民協働係（☎内線１１３９）
〒３７９-０１９２（個別郵便番号のため住所の記入は必要ありません）
E-mail：seikatsu@city.annaka.gunma.jp

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所
（
☎
３
２
２

－

４
２
９
９
）



平
成
27
年
度

　
　
　人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

み
ん
な
違
う

　み
ん
な
同
じ安中

市
立
松
井
田
北
中
学
校

　
１
年
　
上
原
　
万
莉
菜

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　
私
の
祖
母
は
歩
く
こ
と
が
好
き
で
す
。健
康
で
い
る
た
め
で

も
あ
り
ま
す
が
、祖
母
は
途
中
で
会
う
人
達
と
の
ふ
れ
合
い
や
、

そ
の
時
に
し
か
見
ら
れ
な
い
風
景
を
見
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し

み
だ
そ
う
で
す
。私
も
祖
母
と
歩
い
た
時
に
見
た
風
景
を
、心
か

ら
き
れ
い
だ
な
と
感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
自
分
の
楽
し
み
を
見
つ
け
る
こ
と
も
、
幸
せ
に
な
れ
る
こ
と

も
、み
ん
な
が
持
っ
て
い
る「
人
権
」で
す
。人
そ
れ
ぞ
れ
幸
せ
を

感
じ
る
瞬
間
は
違
っ
て
も
、幸
せ
に
な
る
の
は
平
等
な
の
で
す
。

　「
人
権
」は「
人
が
人
と
し
て
生
き
る
権
利
」で
す
。み
ん
な
が

平
等
に
生
き
る
こ
と
、心
か
ら
幸
せ
だ
と
感
じ
る
こ
と
、ほ
ん
の

少
し
の
幸
せ
で
「
人
と
し
て
の
幸
せ
」
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

み
ん
な
平
等
で
、感
じ
る
こ
と
は
違
う
か
ら
こ
そ
、「
人
権
」が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
外
国
人
や
障
害
者
の
方
、
高
齢
者
や
子
供
も「
人
権
」を
持
っ

て
い
ま
す
。そ
れ
は
、
誰
で
も
同
じ
よ
う
に
、
平
等
に
生
き
て
い

い
か
ら
で
す
。ど
ん
な
人
で
も
幸
せ
に
生
き
る
権
利
が
あ
る
か

ら
で
す
。人
が
支
え
合
っ
て
、尊
重
し
合
っ
て
い
く
た
め
に
あ
る

か
ら
で
す
。そ
の
た
め
に
、「
人
権
」が
一
人
一
人
に
あ
る
の
だ
と

私
は
思
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、困
っ
て
い
る
人
、力
を
貸
し
て
ほ
し
い
人
、悩

ん
で
い
る
人
、悲
し
ん
で
い
る
人
、そ
う
い
う
人
達
の
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。一
人
一
人
が
思
い

や
り
の
気
持
ち
を
持
て
た
ら
、
必
ず
良
い
社
会
に
な
っ
て
い
く

と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
お
わ
り
）

問
合
せ
▼ 

松 

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　(

☎
内
線
２
２
４
４
）

201６年９月１日号 20安中市役所　☎３８２-111121

生涯学習だより
安中市教育委員会 No.123

“マナビー”

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

●生涯学習イベントのご案内（予定）
10月からの生涯学習課関連の主なイベントは下表のとおりです。

市民フェスティバル

安中市ＰＴＡ連合会

童謡フェスティバル
青少年健全育成

人 権 教 育

ス プ リ ン グ
フェスティバル

少年少女合唱団

10／14（金）
　～16（日）
10／21（金）
　～23（日）
10／23（日）
11／20（日）
　～23（水・祝）

11／５（土）

11／６（日）
11／19（土）
10／14（金）

12／２（金）

２／４（土）
　～５（日）

２／11（土・祝）

３／18（日）

碓氷のつどい
前期（作品展など）
碓氷のつどい
後期（作品展など）
市民展　邦楽舞踏会

市民展　作品展示

安中市ＰＴＡ連合会・家庭教育委員会合同講演会
空羽ファティマさん（絵本作家）
第26回童謡フェスティバル
青少年健全育成市民のつどい
人権教育映画会
人権教育講演会
演題　
「言葉の責任　ネット被害者・加害者にならないために
　～命の大切さ、人生の大切さ、あきらめない心～」
スマイリーキクチさん

松井田会場（作品展・体験学習）

安中会場（作品展・体験学習）
記念講演
　ピーター・フランクルさん（数学者・大道芸人）
少年少女合唱団
第22回定期演奏会

松井田文化会館

松井田文化会館

安中市文化センターホール

安中体育館

松井田文化会館大ホール

安中市文化センターホール
安中市文化センターホール
松井田文化会館大ホール

安中市文化センターホール

松井田文化会館

安中市文化センター

安中市文化センターホール
（チケット1人　200円）

区　　分 開　催　日 行　　　事　　　名 会　　　場

晩秋の映画鑑賞会　家族はつらいよ
　妻よ、笑顔を下さい。夫よ、離婚を下さい。

安中市文化センター　　☎３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP26をご確認ください

問
合
せ

今月のピックアップ

松井田文化会館　　☎３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP26をご確認ください

問
合
せ

今月のピックアップ

安中市文化センター自主文化事業
鳥羽一郎コンサート
スペシャルゲスト 石原詢子

　安中市文化センターで
は自主文化事業として「鳥
羽一郎コンサート　スペ
シャルゲスト 石原詢子」を
開催します。
　「兄弟舟」で一躍有名に
なり、今年でデビュー３５
周年を迎えた鳥羽一郎。ゲ

ストに石原詢子を招いた豪華なコンサートをお楽し
みください。
　なお、安中市教育委員会主催のため大変お買い求め
やすい価格になっております。この機会を逃さずに、
ぜひお越しください。
日　　時 ▼12月３日（土）　午後２時３０分開演
会　　場 ▼安中市文化センターホール
チケット ▼全席指定　前売3,500円　当日4,000円

９月３日（土）午前８時３０分から、安中市
文化センター窓口にてチケット販売開始。
※電話受付は９月５日（月）午前９時から
行います。

問 合 せ ▼安中市文化センター（☎381－0586）

９月1日から10月15日までのスケジュール

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー

松 井 田 文 化 会 館 安中市文化センター催し物ガイド

８月10日現在の情報です。
詳細はお問い合わせください。

前売
当日

800円
1，000円

全席自由 一般
700円 
900円

高校生以下

　結婚50年を迎えようとする
平田家の主・周造と妻・富子。た
まには妻に誕生日のプレゼント
でも買ってやろうかと、周造が
欲しいものを聞いてみると、富
子 の 答 え は な ん と …「 離 婚
届」！！突然起きたまさかの“熟
年離婚”騒動に、子どもたちは大
慌て。何とか解決策を見つけよ
うと《家族会議》を決行し、離婚
問題について話し合おうとする
ものの、それぞれの不満が噴出
しはじめ、事態は思わぬ方向へ

…！果たしてこの家族はどうなってしまうのか！？
　「男はつらいよ」から20年。山田洋次監督が贈る、待
望の喜劇！ぜひ、松井田文化会館でご覧ください。
日時 ▼11月６日（日）
　　　一部：午前11時～（開場：午前10時45分）
　　　二部：午後２時～（開場：午後１時45分）
上映時間 ▼１０８分
チケット ▼

場所 ▼安中市松井田文化会館　大ホール
※安中市松井田文化会館、安中市文化センター、富岡市

かぶら文化ホールの各窓口にて、９月24日（土）から
チケット前売開始。

※３歳未満の入場は不可。
問合せ ▼安中市松井田文化会館（☎393-4400）

９月1日から10月15日までのスケジュール

学
習
室
な
ど

ホ
ー
ル

劇団ろしなんて　安中公演　「煙が目にしみる」
　9月3日（土）　18:30～20:00
　入場：前売1,000円　当日1,200円
　問合せ：地域創造集団　楽舎　鳥屋（☎361-5108）
合歓の木グループ　第16回舞踊&レク・フラ　華の祭典
　9月10日（土）　12:30～17:00　入場：無料
　問合せ：合歓の木グループ（☎385-8940）
TSUKEMEN LIVE 2016
　10月8日（土）　15:00～
　入場：前売3,500円　当日4,000円
　問合せ：文化センター（☎381-0586）
西部地区サロン研修会
　10月14日（金）　13:30～15:45　入場：無料（要申込）
　問合せ：社会福祉協議会　岡本（☎382-8397）

図書読み聞かせ
　9月17日（土）　14:00～15:00
　会場：図書館幼児コーナー　入場：無料
市民パソコン教室
　9月1、3、8、15、17、22、（木、土）
　10月1、13（木、土）
　13:30～15:30　会場：２階パソコン室　入場：無料
初心者パソコン講座
　9月26日（月）、28日（水）、29日（木）、30日（金）
　パソコンを始めよう（パソコン入門）　9：00～12：00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）　13：00～16：00
　10月3日（月）、5日（水）、6日（木）、7日（金）
　出納帳・表を作ろう（エクセル入門）　13：00～16：00
　10月15日（土）
　インターネットを使おう（インターネット入門）
　9：00～16：00
　会場：2階パソコン室　入場：要申込
市民の茶席（表千家流）
　10月15日（土）　10:00～15:00
　会場：２階茶室　入場：無料

安中市合併10周年記念講演「安中市から世界を見る」～未来
を創る子どもたちと一緒に考える～
　9月10日（土）　13:30開演（13:00開場）
　入場：抽選により当選された人が対象となります。
　問合せ：松井田文化会館（☎393-4400）
群馬県こんにゃく現地研究大会
　9月16日（金）　9:00～　入場：無料
　問合せ：　農林課（☎内線2611）
第二回市川喜猿の会（歌舞伎公演）
　9月18日（日）　11:00～・16:00～　入場：4,000円
　問合せ：市川喜猿の会（☎080-8042-3000）
とっておきの音楽祭inあんなか　映画上映「オハイエ！
２」熊本地震チャリティ上映会＆ダブルＭミニライブ
　9月25日（日）　13:30～16:15
　入場：前売1,000円　当日1,200円
　問合せ：同祭実行委員会　櫻井（☎090-7428-3729）
安中市防災講演会
　10月1日（土）　14:00～16：00　入場：無料
　問合せ：　危機管理課（☎内線1131）
市民フェスティバル
　前期10月14日（金）～16日（日）
　後期10月21日（金）～23日（日）　入場：無料
　問合せ：　生涯学習課（☎内線2244）

手作り雑貨の販売
　9月4日（日）　10:30～16:00　入場：無料
　問合せ：手作り雑貨の店chouchou（☎395-4694）
第39回東渓書展
　9月23日（金）～25日（日）　9:00～17:00（25日は15：00
　まで）　入場：無料
　問合せ：東渓会事務局　神宮（☎382-2156）

第５回森藤一郎染画展
10月7日（金）～10日（月・祝）　9:00～18:00（7日は12：00
から　10日は16：00まで）　入場：無料

　問合せ：森（☎393-1213）
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す
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あ
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201６年９月１日号 20安中市役所　☎３８２-111121

生涯学習だより
安中市教育委員会 No.123

“マナビー”

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

●生涯学習イベントのご案内（予定）
10月からの生涯学習課関連の主なイベントは下表のとおりです。

市民フェスティバル

安中市ＰＴＡ連合会

童謡フェスティバル
青少年健全育成

人 権 教 育

ス プ リ ン グ
フェスティバル

少年少女合唱団

10／14（金）
　～16（日）
10／21（金）
　～23（日）
10／23（日）
11／20（日）
　～23（水・祝）

11／５（土）

11／６（日）
11／19（土）
10／14（金）

12／２（金）

２／４（土）
　～５（日）

２／11（土・祝）

３／18（土）

碓氷のつどい
前期（作品展など）
碓氷のつどい
後期（作品展など）
市民展　邦楽舞踏会

市民展　作品展示

安中市ＰＴＡ連合会・家庭教育委員会合同講演会
空羽ファティマさん（絵本作家）
第26回童謡フェスティバル
青少年健全育成市民のつどい
人権教育映画会
人権教育講演会
演題　
「言葉の責任　ネット被害者・加害者にならないために
　～命の大切さ、人生の大切さ、あきらめない心～」
スマイリーキクチさん

松井田会場（作品展・体験学習）

安中会場（作品展・体験学習）
記念講演
　ピーター・フランクルさん（数学者・大道芸人）
少年少女合唱団
第22回定期演奏会

松井田文化会館

松井田文化会館

安中市文化センターホール

安中体育館

松井田文化会館大ホール

安中市文化センターホール
安中市文化センターホール
松井田文化会館大ホール

安中市文化センターホール

松井田文化会館

安中市文化センター

安中市文化センターホール
（チケット1人　200円）

区　　分 開　催　日 行　　　事　　　名 会　　　場

晩秋の映画鑑賞会　家族はつらいよ
　妻よ、笑顔を下さい。夫よ、離婚を下さい。

安中市文化センター　　☎３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP26をご確認ください

問
合
せ

今月のピックアップ

松井田文化会館　　☎３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP26をご確認ください

問
合
せ

今月のピックアップ

安中市文化センター自主文化事業
鳥羽一郎コンサート
スペシャルゲスト 石原詢子

　安中市文化センターで
は自主文化事業として「鳥
羽一郎コンサート　スペ
シャルゲスト 石原詢子」を
開催します。
　「兄弟舟」で一躍有名に
なり、今年でデビュー３５
周年を迎えた鳥羽一郎。ゲ

ストに石原詢子を招いた豪華なコンサートをお楽し
みください。
　なお、安中市教育委員会主催のため大変お買い求め
やすい価格になっております。この機会を逃さずに、
ぜひお越しください。
日　　時 ▼12月３日（土）　午後２時３０分開演
会　　場 ▼安中市文化センターホール
チケット ▼全席指定　前売3,500円　当日4,000円

９月３日（土）午前８時３０分から、安中市
文化センター窓口にてチケット販売開始。
※電話受付は９月５日（月）午前９時から
行います。

問 合 せ ▼安中市文化センター（☎381－0586）

９月1日から10月15日までのスケジュール

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー

松 井 田 文 化 会 館 安中市文化センター催し物ガイド

８月10日現在の情報です。
詳細はお問い合わせください。

前売
当日

800円
1，000円

全席自由 一般
700円 
900円

高校生以下

　結婚50年を迎えようとする
平田家の主・周造と妻・富子。た
まには妻に誕生日のプレゼント
でも買ってやろうかと、周造が
欲しいものを聞いてみると、富
子 の 答 え は な ん と …「 離 婚
届」！！突然起きたまさかの“熟
年離婚”騒動に、子どもたちは大
慌て。何とか解決策を見つけよ
うと《家族会議》を決行し、離婚
問題について話し合おうとする
ものの、それぞれの不満が噴出
しはじめ、事態は思わぬ方向へ

…！果たしてこの家族はどうなってしまうのか！？
　「男はつらいよ」から20年。山田洋次監督が贈る、待
望の喜劇！ぜひ、松井田文化会館でご覧ください。
日時 ▼11月６日（日）
　　　一部：午前11時～（開場：午前10時45分）
　　　二部：午後２時～（開場：午後１時45分）
上映時間 ▼１０８分
チケット ▼

場所 ▼安中市松井田文化会館　大ホール
※安中市松井田文化会館、安中市文化センター、富岡市

かぶら文化ホールの各窓口にて、９月24日（土）から
チケット前売開始。

※３歳未満の入場は不可。
問合せ ▼安中市松井田文化会館（☎393-4400）

９月1日から10月15日までのスケジュール
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劇団ろしなんて　安中公演　「煙が目にしみる」
　9月3日（土）　18:30～20:00
　入場：前売1,000円　当日1,200円
　問合せ：地域創造集団　楽舎　鳥屋（☎361-5108）
合歓の木グループ　第16回舞踊&レク・フラ　華の祭典
　9月10日（土）　12:30～17:00　入場：無料
　問合せ：合歓の木グループ（☎385-8940）
TSUKEMEN LIVE 2016
　10月8日（土）　15:00～
　入場：前売3,500円　当日4,000円
　問合せ：文化センター（☎381-0586）
西部地区サロン研修会
　10月14日（金）　13:30～15:45　入場：無料（要申込）
　問合せ：社会福祉協議会　岡本（☎382-8397）

図書読み聞かせ
　9月17日（土）　14:00～15:00
　会場：図書館幼児コーナー　入場：無料
市民パソコン教室
　9月1、3、8、15、17、22、（木、土）
　10月1、13（木、土）
　13:30～15:30　会場：２階パソコン室　入場：無料
初心者パソコン講座
　9月26日（月）、28日（水）、29日（木）、30日（金）
　パソコンを始めよう（パソコン入門）　9：00～12：00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）　13：00～16：00
　10月3日（月）、5日（水）、6日（木）、7日（金）
　出納帳・表を作ろう（エクセル入門）　13：00～16：00
　10月15日（土）
　インターネットを使おう（インターネット入門）
　9：00～16：00
　会場：2階パソコン室　入場：要申込
市民の茶席（表千家流）
　10月15日（土）　10:00～15:00
　会場：２階茶室　入場：無料

安中市合併10周年記念講演「安中市から世界を見る」～未来
を創る子どもたちと一緒に考える～
　9月10日（土）　13:30開演（13:00開場）
　入場：抽選により当選された人が対象となります。
　問合せ：松井田文化会館（☎393-4400）
群馬県こんにゃく現地研究大会
　9月16日（金）　9:00～　入場：無料
　問合せ：　農林課（☎内線2611）
第二回市川喜猿の会（歌舞伎公演）
　9月18日（日）　11:00～・16:00～　入場：4,000円
　問合せ：市川喜猿の会（☎080-8042-3000）
とっておきの音楽祭inあんなか　映画上映「オハイエ！
２」熊本地震チャリティ上映会＆ダブルＭミニライブ
　9月25日（日）　13:30～16:15
　入場：前売1,000円　当日1,200円
　問合せ：同祭実行委員会　櫻井（☎090-7428-3729）
安中市防災講演会
　10月1日（土）　14:00～16：00　入場：無料
　問合せ：　危機管理課（☎内線1131）
市民フェスティバル
　前期10月14日（金）～16日（日）
　後期10月21日（金）～23日（日）　入場：無料
　問合せ：　生涯学習課（☎内線2244）

手作り雑貨の販売
　9月4日（日）　10:30～16:00　入場：無料
　問合せ：手作り雑貨の店chouchou（☎395-4694）
第39回東渓書展
　9月23日（金）～25日（日）　9:00～17:00（25日は15：00
　まで）　入場：無料
　問合せ：東渓会事務局　神宮（☎382-2156）

第５回森藤一郎染画展
10月7日（金）～10日（月・祝）　9:00～18:00（7日は12：00
から　10日は16：00まで）　入場：無料

　問合せ：森（☎393-1213）
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安中市役所　☎３８２-111123

　６月１２日（日）に、第１０回安中市写真コンテ
ストの表彰式が行われ、応募作品 575 点の中から次
の皆さんが表彰されました。（写真は表彰式に参加し
た推薦・特選受賞者の皆さん）
◎第１部　秋間梅林の部
　【推薦】　群馬県知事賞：樋口 彰彦（高崎市）

安中市長賞：三木 利男（甘楽町）
◎第２部　観光写真の部
　【推薦】　安中市長賞：斎藤 一弥（藤岡市）

安中市観光協会長賞：安井 博満（富岡市）
安中市議会議長賞：勝見 博（沼田市）

写真コンテスト入賞者が決定

◎撮影会写真の部（松井田地区）
　【推薦】　安中市長賞：星野 雅浩（桐生市）

　６月２４日（金）に、　独立行政法人国際協力機構が
実施する、ＪＩＣＡボランティア事業に参加する須賀聖
さんが、茂木市長を訪れました。須賀さんは、民間企業
で培った経験をもとに現地での経営に関する支援を行
い、さまざまなことに積極的にチャレンジしていくとの
ことでした。

ＪＩＣＡボランティアが来訪

　６月２７日（月）に、　県やま・さと応縁隊活動で、
本市の「やま・さと応縁隊」となった群馬大学社会情
報学部公共政策研究室の学生ら９人が茂木市長を訪れ、
若者から見た安中市として、地域活性化などにつなが
るための提案などを行いました。

やま・さと応縁隊

　７月６日（水）に、今年で６６回目を迎えた社会を明
るくする運動で、社明パレード・広報活動が市内で行わ
れました。安中保護区保護司会や安中地区更生保護女性
会のメンバーなどが参加した同パレードでは、スーパー
マーケットなどでＰＲ用物品を配布するなど運動の啓発
が行われました。

立ち直りを支える地域のチカラ

　７月２日（土）、３日（日）に、碓氷峠の森公園で碓
氷峠ホタルの里祭りが開催されました。今年も大勢の人
が訪れ、出店を楽しんだり、ホタルの飛び交う姿を鑑賞
するなど訪れた家族や子どもたちでにぎわいました。

幻想的に飛び交うホタル
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「
真
田
丸
」
の
時
代
の
安
中

　
　－

小
田
原
征
伐
と
松
井
田
城
攻
め

－

　天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
の
神
流
川
合
戦
で
滝

川
一
益
が
北
条
氏
に
敗
れ
、
上
野
国
か
ら
退
却
す
る
と
、

真
田
昌
幸
は
沼
田
城
・
岩
櫃
城
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
北
条
氏
は
、
信
濃
国
上
田
と
沼
田
を
分

断
す
る
た
め
、
天
正
十
三
年
九
月
に
松
井
田
衆
の
神
宮

衆
・
両
後
閑
衆
（
後
閑
刑
部
少
輔
・
同
宮
内
少
輔
兄
弟
）

ら
に
吾
妻
郡
の
大
戸
城
攻
め
を
命
じ
て
い
ま
す
。

　北
条
氏
と
真
田
氏
の
領
土
問
題
は
、
天
正
十
五
年
十

二
月
に
豊
臣
秀
吉
の
裁
定
に
よ
り
、
沼
田
城
と
沼
田
領

の
三
分
の
二
を
北
条
氏
に
割
譲
し
、
残
り
三
分
の
一
を

真
田
領
と
し
、
北
条
氏
へ
の
割
譲
分
に
つ
い
て
は
徳
川

家
康
が
補
償
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
天

正
十
七
年
十
一
月
に
真
田
領
の
名
胡
桃
城
が
沼
田
城
代

猪
俣
邦
憲
に
よ
り
攻
略
さ
れ
、
秀
吉
は
小
田
原
城
攻
め

を
決
定
し
ま
し
た
。
北
陸
道
と
東
海
道
の
両
方
面
か
ら

の
攻
略
た
め
、
北
陸
道
は
加
賀
の
前
田
利
家
が
大
将
と

な
り
ま
し
た
。
利
家
は
越
後
の
上
杉
景
勝
・
信
濃
の
真

田
昌
幸
ら
を
率
い
て
碓
氷
峠
か
ら
上
野
国
に
入
り
、
大

道
寺
政
繁
・
直
繁
父
子
が
守
る
松
井
田
城
を
攻
め
て
い

ま
す
。『
滋
野
世
紀
』
な
ど
で
は
こ
の
時
に
真
田
信
繁

（
幸
村
）
の
出
陣
が
確
認
で
き
、
松
井
田
城
攻
め
が
信

繁
の
初
陣
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　天
正
十
八
年
三
月
十
五
日
に
前
田
利
家
ら
は
碓
氷
峠

に
着
陣
し
、
碓
氷
峠
で
真
田
軍
と
大
道
寺
軍
が
交
戦
し

て
い
ま
す
。
物
見
に
出
た
真
田
信
幸
が
坂
本
町
の
は
ず

れ
で
北
条
方
の
佐
久
郡
牢
人
与
良
与
左
衛
門
と
交
戦
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
碓
氷
峠
の
難
所
磐
根
石
（
刎
石
・

羽
根
石
）
で
信
繁
は
乱
戦
と
な
っ
た
大
道
寺
軍
を
破
っ

て
い
ま
す
。
刎
石
山
の
尾
根
に
あ
る
堀
切
は
大
道
寺
堀

切
と
呼
ば
れ
、
秀
吉
の
襲
来
に
備
え
て
大
道
寺
政
繁
が

造
ら
せ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
信
繁
と
大
道
寺

軍
の
戦
い
は
こ
の
辺
り
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　碓
氷
峠
で
大
道
寺
軍
を
破
っ
た
北
国
勢
は
松
井
田
城

を
取
り
囲
み
ま
し
た
が
、
上
信
国
境
に
位
置
す
る
重
要

な
城
の
た
め
、
秀
吉
の
襲
来
に
備
え
て
天
正
十
五
年
五

月
か
ら
改
修
が
始
ま
り
、
巨
大
で
堅
牢
な
城
へ
と
変
貌

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
秀
吉
は
付
城
を
築
城
し
て

攻
め
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
ま
す
。
一
ヶ
月
に
及
ぶ
籠

城
戦
の
末
、
四
月
十
日
に
水
の
手
が
奪
わ
れ
、
四
月
十

九
日
の
総
攻
撃
に
よ
っ
て
二
十
日
に
開
城
し
、
大
道
寺

政
繁
は
降
伏
し
て
い
ま
す
。 

　そ
の
後
、
降
伏
し
た
大
道
寺
政
繁
は
、
忍
城
攻
め
の

道
案
内
を
務
め
、
武
州
松
山
城
・
鉢
形
城
・
八
王
子
城

攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
秀
吉
か
ら
開
戦
の

責
任
を
咎
め
ら
れ
、
河
越
の
常
楽
寺
に
て
切
腹
を
命
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
新
堀
の
補
陀
寺
は
政
繁
の
菩
提
を
弔

う
た
め
、
小
田
原
征
伐
の
翌
年
の
秋
に
現
在
の
場
所
に

お
堂
を
建
て
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

問合せ▶安中市学習の森　ふるさと学習館
Tel. ０２７-３８２-７６２２  Fax. ０２７-３８２-７６２３　Mail：furusato@des.city.annaka.gunma.jp
　

特集展示開催中！
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に
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平成27年度
「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

岐津　舞（新島学園中１年）

ふるさと学習館では
ミュージアムグッズを販売しております。

市史・町誌
「安中市誌」
「安中市史」
「松井田町誌」
過去の展示図録

「碓氷社」
「養蚕の神々」
「学び舎に遺る郷土の歴史」
など 

ぐんまちゃん
マフラータオ

ルなど

　　　　オリ
ジナルグッズ

もあります。
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安中市長賞：三木 利男（甘楽町）
◎第２部　観光写真の部
　【推薦】　安中市長賞：斎藤 一弥（藤岡市）

安中市観光協会長賞：安井 博満（富岡市）
安中市議会議長賞：勝見 博（沼田市）
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マーケットなどでＰＲ用物品を配布するなど運動の啓発
が行われました。

立ち直りを支える地域のチカラ

　７月２日（土）、３日（日）に、碓氷峠の森公園で碓
氷峠ホタルの里祭りが開催されました。今年も大勢の人
が訪れ、出店を楽しんだり、ホタルの飛び交う姿を鑑賞
するなど訪れた家族や子どもたちでにぎわいました。

幻想的に飛び交うホタル
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す
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利
家
は
越
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杉
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の
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（
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）
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が
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の
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で
あ
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た
と
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ま
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に
前
田
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ら
は
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に
着
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、
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峠
で
真
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軍
と
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道
寺
軍
が
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す
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物
見
に
出
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真
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信
幸
が
坂
本
町
の
は
ず

れ
で
北
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方
の
佐
久
郡
牢
人
与
良
与
左
衛
門
と
交
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し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
碓
氷
峠
の
難
所
磐
根
石
（
刎
石
・

羽
根
石
）
で
信
繁
は
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戦
と
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を
破
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。
刎
石
山
の
尾
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に
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と
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、
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の
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に
備
え
て
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道
寺
政
繁
が

造
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せ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
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。
信
繁
と
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道
寺

軍
の
戦
い
は
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の
辺
り
の
こ
と
と
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え
ら
れ
ま
す
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氷
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で
大
道
寺
軍
を
破
っ
た
北
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勢
は
松
井
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を
取
り
囲
み
ま
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が
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上
信
国
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に
位
置
す
る
重
要

な
城
の
た
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、
秀
吉
の
襲
来
に
備
え
て
天
正
十
五
年
五

月
か
ら
改
修
が
始
ま
り
、
巨
大
で
堅
牢
な
城
へ
と
変
貌

し
て
い
ま
し
た
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の
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め
秀
吉
は
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城
を
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て
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る
こ
と
を
指
示
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ま
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一
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に
及
ぶ
籠

城
戦
の
末
、
四
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十
日
に
水
の
手
が
奪
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れ
、
四
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十

九
日
の
総
攻
撃
に
よ
っ
て
二
十
日
に
開
城
し
、
大
道
寺

政
繁
は
降
伏
し
て
い
ま
す
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　そ
の
後
、
降
伏
し
た
大
道
寺
政
繁
は
、
忍
城
攻
め
の

道
案
内
を
務
め
、
武
州
松
山
城
・
鉢
形
城
・
八
王
子
城

攻
め
に
加
わ
り
ま
し
た
。
し
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し
、
秀
吉
か
ら
開
戦
の

責
任
を
咎
め
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れ
、
河
越
の
常
楽
寺
に
て
切
腹
を
命
じ
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れ
て
い
ま
す
。
新
堀
の
補
陀
寺
は
政
繁
の
菩
提
を
弔

う
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め
、
小
田
原
征
伐
の
翌
年
の
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に
現
在
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問
合
せ
▼
　
危
機
管
理
課
交
通
防
犯
係
（
☎
内
線
１
１
３
２
）

市民インフォメーション

ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou@city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
☎382－1111　FAX381－0503

安中市役所

information市民
インフォメーション

　市選挙管理委員会と安中市明るい選挙推進協議会では選
挙啓発ポスターの市内各小・中・高校の代表作品の展示を
行います。皆さん、お誘い合わせのうえ、お越しくださ
い。
日　時 ▼９月７日（水）～１２日（月）
　　　　午前９時～午後４時３０分
場　所 ▼学習の森　ふるさと学習館市民ギャラリー
入場料 ▼無料
問合せ ▼　 市選挙管理委員会（☎内線１０４５）

選挙啓発ポスター作品展示

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
交
通
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
期
間
】

　
９
月
21
日
（
水
）
〜
30
日
（
金
）

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　
安
全
は

　
　
　
小
さ
な
注
意
の
　
積
み
重
ね

【
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

　
自
転
車
も

　
　
　
人
も
守
ろ
う
　
交
通
ル
ー
ル

【
運
動
重
点
】

○
運
動
の
基
本

　
〜
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
〜

①
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
車

中
の
交
通
事
故
防
止

②
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施
に
伴
い
、
交

通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
パ
レ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
群
馬
県
警
察
音
楽
隊

や
安
中
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
観
覧
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
雨
天
の
場
合
に
は
パ
レ
ー
ド
を
実
施
せ

ず
、
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
交
通
安
全
大
会
の

開
催
お
よ
び
群
馬
県
警
察
音
楽
隊
・
安
中
小
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る
演
奏
に
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
日

　時
】

　
９
月
22
日
（
木
・
祝
）
午
後
２
時
〜

【
コ
ー
ス
】

安
中
小
学
校 

↓ 

武
家
長
屋
前
↓
谷
津
横
町 
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安
中
市
役
所
谷
津
庁
舎
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↓
安
中
市
役
所
本

庁
舎

【
参
加
団
体
】

群
馬
県
警
察
音
楽
隊
他
交
通
安
全
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係
団
体
な

ど
交
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安
全
パ
レ
ー
ド

　
事
業
所
採
用
担
当
者
と
の
面
談
・
業
務
内
容
の

説
明
を
通
し
て
福
祉
分
野
へ
の
理
解
を
深
め
、
就

職
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
地
区
別
ミ

ニ
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
求
職

者
が
面
接
会
で
関
心
を
も
っ
た
事
業
所
を
実
際
に

見
学
し
、
よ
り
具
体
的
に
業
務
に
つ
い
て
の
イ

メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
入
職
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
防
ぎ
定
着
率
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
施
設

見
学
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
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　時
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９
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28
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（
水
）
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〜
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：
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ミ
ニ
就

職
面
接
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２
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３
時
：
施
設
見
学
会
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　所
▼
高
崎
市
労
使
会
館

　
　
　
　
（
高
崎
市
東
町
80

－

１
）

参
加
法
人
▼
安
中
市
・
富
岡
市
の
高
齢
者
施
設
・
事

業
所
10
社
程
度
参
加
予
定

対

　象
▼
福
祉
分
野
（
高
齢
者
）
に
就
職
を
希
望

す
る
人
・
関
心
の
あ
る
人
（
平
成
29
年

３
月
に
大
学
等
新
規
卒
業
予
定
者
を
含

む
）

参
加
費
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

施
設
見
学
の
み
の
参
加
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
午
前
中
の
面
接
会
へ
参
加

さ
れ
た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

面
接
会
の
み
の
参
加
は
可
能
で
す
。

問
合
せ
▼
高
崎
市
福
祉
人
材
バ
ン
ク

　
　
　
　
（
☎
３
２
４

－

２
７
６
１
）

見
学
付
き

地
区
別
ミ
ニ
就
職
面
接
会

（
安
中
・
富
岡
）

安中市役所　☎３８２-1111２５

ろ

い

ろ

い

と

ご

き

で

ろ

い

ろ

い

と

ご

き

で　中学生による少年の主張安中市大会が７月 12 日
（火）に、松井田文化会館で開かれ、市内の各中学校
から代表生徒 12 人が、日常で感じたことや自身の体
験に基づいたことなどを発表しました。
　最優秀賞には長滝涼生さん（第二中学校３年）、優
秀賞に瀧口健一さん（第二中学校３年）、土井雄平さ
ん（新島学園中学校３年）が選ばれ、市の代表として
西部地区大会（県大会予選を兼ねる）へ出場しました。
その結果、長滝さん、瀧口さんが県大会へ出場するこ
とになりました。（写真は発表者の皆さん）

少年の主張　安中市大会

　小林志づさん（嶺　写真右）が、徳田とく子さん（松井田町新堀　写真左）が、100 歳の誕生日
をむかえられ、お祝い品が贈られました。これからもお元気にお過ごしください。

１００歳おめでとうございます

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

本

2016年９月１日号 ２４

本

一昨年のパレードの様子

安中市合併10周年記念事業
『私だけが知っている安中の“魅力”百選募集中
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３
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11

18

10

土

土

日

日

月・祝

劇団ろしなんて第４５回公演安中公演
「煙が目にしみる」

め が ね 橋

地域創造集団「楽舎」（☎３８２-６１５０）

合歓の木グループ発表会
－舞踊＆フラ・レクダンス華の祭典－

安 中 市
文化センター

合歓の木グループ事務局
　岡部（☎３８５-８９４０）

めがね橋から　しゃぼん玉で虹をつくろう
－しゃぼん玉飛ばそう大会onめがね橋－

安 中 市
文化センター

あんなか祭り会場
（安中市役所）周辺

碓氷峠浪漫倶楽部
　高木（☎０９０-６０００-１６１９）

第１６回福祉ふれあいまつり２０１６ 安 中 市
スポーツセンター

福祉ふれあいまつり実行委員会事務局（市社協）
（☎３８２-８３９７）・安中市（福祉課）

安中市合併１０周年記念花火大会 （公社）安中青年会議所（☎３８２-２８２４）

月 日 曜日 事業名 場 所 団 体 名 ／ 問 合 せ
９月１日から１０月１５日までの行事予定

　「ふるさと安中」の埋もれた地域資源を再発見し、あなたの目で発見した「安中の魅力」を、たくさんの人に
伝えてみませんか。
募集作品の内容 ▼

　市内の景観、風景、風物、風習、自然現象、歴史的人物、偉人、変わった人工物、お宝品、遺産など。たとえ
ば、「珍百景」的なもの、設置場所に合わないもの、珍しい商品や道具、不自然な造形・動作をするものなど。
ただし、すでに安中市史や文献などに記載されているもの、広く知られているものは対象外とします。
　詳細は、広報あんなか４月１日号、または　 企画課までお問い合せください。
問合せ ▼　 企画課企画調整係（☎内線１０２１）本

本

選定作品の応募者には、粗品（図書カード
１,０００円分）を贈呈します。



問
合
せ
▼
　
危
機
管
理
課
交
通
防
犯
係
（
☎
内
線
１
１
３
２
）

市民インフォメーション

ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou@city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
☎382－1111　FAX381－0503

安中市役所

information市民
インフォメーション

　市選挙管理委員会と安中市明るい選挙推進協議会では選
挙啓発ポスターの市内各小・中・高校の代表作品の展示を
行います。皆さん、お誘い合わせのうえ、お越しくださ
い。
日　時 ▼９月７日（水）～１２日（月）
　　　　午前９時～午後４時３０分
場　所 ▼学習の森　ふるさと学習館市民ギャラリー
入場料 ▼無料
問合せ ▼　 市選挙管理委員会（☎内線１０４５）

選挙啓発ポスター作品展示
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。
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よ
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ま
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。
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皆
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ご
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す
。
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の
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に
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に
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す
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が
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ま
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へ
の
理
解
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め
、
就
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を
支
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る
こ
と
を
目
的
に
「
地
区
別
ミ
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就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
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。
ま
た
、
求
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が
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接
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で
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を
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を
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、
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に
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催
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岡
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。
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で　中学生による少年の主張安中市大会が７月 12 日
（火）に、松井田文化会館で開かれ、市内の各中学校
から代表生徒 12 人が、日常で感じたことや自身の体
験に基づいたことなどを発表しました。
　最優秀賞には長滝涼生さん（第二中学校３年）、優
秀賞に瀧口健一さん（第二中学校３年）、土井雄平さ
ん（新島学園中学校３年）が選ばれ、市の代表として
西部地区大会（県大会予選を兼ねる）へ出場しました。
その結果、長滝さん、瀧口さんが県大会へ出場するこ
とになりました。（写真は発表者の皆さん）

少年の主張　安中市大会

　小林志づさん（嶺　写真右）が、徳田とく子さん（松井田町新堀　写真左）が、100 歳の誕生日
をむかえられ、お祝い品が贈られました。これからもお元気にお過ごしください。

１００歳おめでとうございます

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス
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地域創造集団「楽舎」（☎３８２-６１５０）
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－舞踊＆フラ・レクダンス華の祭典－
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文化センター
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めがね橋から　しゃぼん玉で虹をつくろう
－しゃぼん玉飛ばそう大会onめがね橋－

安 中 市
文化センター

あんなか祭り会場
（安中市役所）周辺

碓氷峠浪漫倶楽部
　高木（☎０９０-６０００-１６１９）

第１６回福祉ふれあいまつり２０１６ 安 中 市
スポーツセンター

福祉ふれあいまつり実行委員会事務局（市社協）
（☎３８２-８３９７）・安中市（福祉課）

安中市合併１０周年記念花火大会 （公社）安中青年会議所（☎３８２-２８２４）

月 日 曜日 事業名 場 所 団 体 名 ／ 問 合 せ
９月１日から１０月１５日までの行事予定

　「ふるさと安中」の埋もれた地域資源を再発見し、あなたの目で発見した「安中の魅力」を、たくさんの人に
伝えてみませんか。
募集作品の内容 ▼

　市内の景観、風景、風物、風習、自然現象、歴史的人物、偉人、変わった人工物、お宝品、遺産など。たとえ
ば、「珍百景」的なもの、設置場所に合わないもの、珍しい商品や道具、不自然な造形・動作をするものなど。
ただし、すでに安中市史や文献などに記載されているもの、広く知られているものは対象外とします。
　詳細は、広報あんなか４月１日号、または　 企画課までお問い合せください。
問合せ ▼　 企画課企画調整係（☎内線１０２１）本

本

選定作品の応募者には、粗品（図書カード
１,０００円分）を贈呈します。



　９月は集団検診が、特定・後期高齢者健診と一緒に実施されます。集団検診の大腸が
ん検診容器は、　健康づくり課、　住民福祉課で配布しています。各種個別検診は、市
内医療機関にて実施中です。集団検診または個別検診のどちらかを受診してください。
【持ち物】◎「特定・後期高齢者健診」 → 受診票・受診券、保険証
　　　　　◎「大腸がん検診容器配布・各種がん検診」→ オレンジ色の封筒で送付された受診シール
【問合せ】　  健康づくり課予防係（☎内線1172）

市民インフォメーション

相  談  案  内 ９月１日→１０月１５日

本庁市民課　休日窓口開設日
９月４日・18 日　10 月２日
午前８時 30 分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の発行

健康通信

給水管修理当番業者

Ｃ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｎ・Ｗ
Ｈ・Ｑ・Ｚ
Ｉ・Ｏ・Ｕ
Ｂ・Ｆ・Ｐ
Ｊ・Ｌ・Ｓ
Ａ・Ｔ・Ｖ
Ｍ・Ｘ・Ｙ
Ｃ・Ｇ・Ｋ
Ｄ・Ｒ・Ｗ
Ｅ・Ｎ・Ｚ
Ｈ・Ｕ・Ｑ
Ｂ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｊ・Ｐ
Ａ・Ｌ・Ｓ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

Ｍ・Ｔ・Ｖ
Ｃ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｗ
Ｄ・Ｒ・Ｚ
Ｅ・Ｎ・Ｕ
Ｂ・Ｈ・Ｑ
Ｉ・Ｊ・Ｏ
Ａ・Ｆ・Ｐ
Ｌ・Ｍ・Ｓ
Ｃ・Ｔ・Ｖ
Ｗ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｚ
Ｄ・Ｒ・Ｕ
Ｂ・Ｅ・Ｎ
Ｈ・Ｊ・Ｑ

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

Ａ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｍ・Ｐ
Ｃ・Ｌ・Ｓ
Ｔ・Ｖ・Ｗ
Ｘ・Ｙ・Ｚ
Ｇ・Ｋ・Ｕ
Ｂ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｎ・Ｊ
Ａ・Ｈ・Ｑ
Ｉ・Ｍ・Ｏ
Ｃ・Ｆ・Ｐ
Ｌ・Ｓ・Ｗ
Ｔ・Ｖ・Ｚ
Ｕ・Ｘ・Ｙ
Ｂ・Ｇ・Ｋ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

10　　月

（９月１日～10月15日）

行政相談
　　　9/1・15　10/6　9時～11時30分
　　　9/5　10/3　13時30分～16時
無料法律相談
　　　9/2・16　10/7　13時～16時
　※要電話予約　　市民生活課（☎内線1207）
人権相談
　　　9/15　13時30分～15時30分
　　　9/16　13時30分～15時30分
家庭児童相談
　電話相談・面接相談（　子ども課）
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～16時
　※要電話予約　　子ども課（☎382-8005）
健康相談（生活習慣病・育児・栄養相談など）
　　　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～17時15分
　※要電話予約　　健康づくり課（☎内線1174）
妊婦健康相談（母子手帳交付）
　　・　　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～17時15分
　※要電話予約　　健康づくり課（☎内線1174）
消費生活相談
　消費生活センター（　敷地内）
　月～金曜日（祝日を除く）９時～16時（☎382-2228）
労働相談
　　　第１・３火曜日　13時30分～16時
　※要電話予約　　市民生活課（☎内線1207）
無料税務相談
　　9/7　10/6　13時～16時　
　※要電話予約　　税務課（☎内線1061）
　　　　　　　　　住民福祉課（☎内線2161）

障害者相談
　知的・身体障害者相談（　・　）
　月～金曜日（祝日を除く）８時30分～17時15分
　精神障害者相談（ヌアリーベ　☎380-5385）
　月～土曜日（祝日を除く）10時～18時
青少年相談
　電話相談・面接相談（　 青少年センター）
　月・火・水・金曜日（祝日を除く）　９時～14時
　※要電話予約（☎393-4777）
介護相談・認知症相談
　電話相談・面接相談（　・　）
　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～16時
　※要電話予約　　介護高齢課（☎内線1189）
　　　　　　　　　住民福祉課（☎内線2151）
心配ごと相談
　地域福祉支援センター
　第2・4木曜日（祝日を除く）９時～11時30分
　　　第９会議室
　第1・3月曜日（祝日を除く）13時30分～16時
青色申告記帳相談
　安中商工会
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～12時
　松井田商工会館
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～17時
交通事故相談
　安中交通安全協会
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～16時
　※要電話予約（☎382-0211）
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行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第３回安中市議会定例会開会（予定）
　9:00 ～

● 鳥羽一郎コンサート（ゲスト：石
原詢子）チケット発売日

　文化センター　8:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 第３回安中市議会定例会決算審査
特別委員会（予定）

　9:00 ～
● 第３回安中市議会定例会決算審査

特別委員会（予定）
　9:00 ～
● 人権と平和を考える講座（①/⑤）
　　　13:30 ～
● 体育施設利用者調整会議（10 月～12 月）
　安中地域屋外施設
　　　18:30 ～
　松井田地域屋内外施設
　　　18:30 ～
● 第３回安中市議会定例会決算審査

特別委員会（予定）
　9:00 ～
● 体育施設利用者調整会議（10 月～12 月）
　安中地域屋内施設
　　　18:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第３回安中市議会定例会総務文教

常任委員会（予定）
　9:00 ～
● 第３回安中市議会定例会福祉民生

常任委員会（予定）
　9:00 ～
● 安中市合併記念講演「安中市から世界を見る」

～未来を創る子どもたちと一緒に考える～
　講師　池上彰氏
　文化会館　13:30 ～

休館のご案内

恵みの湯 9/6・20　10/4
峠の湯 9/13・27　10/11
鉄道文化むら 9/6・13・20・27　10/4・11
文化センター （※は図書館のみ休館です）
 9/5※・6・7※・8※・9※・13・
 9/20・27　10/4・11・12
文化会館 9/5・12・20・26・30
 10/3・11

碓氷川熱帯植物園 9/6・13・20・27　10/4・11
スポーツセンター （※は温水プールのみ休業です）
 9/5・12※・20・21・23・26※
 10/3・11
学習の森　　　　　9/6・13・20・21・23・27
 10/4・11・12
いきいき長寿センター 9/5・12・19・20・23・26
  10/3・10・11

日

1

2
3

4
5

6

7

8

9

10

日
11
12

13
14

15

16
17

18

19
20

21

22

23
24
25
26

27
28

曜日
日
月

火
水

木

金
土

日

月
火

水

木

金
土
日
月

火
水

行　　事　　名

● 第３回安中市議会定例会経済建設
常任委員会（予定）　9:00 ～

● 人権と平和を考える講座（②/⑤）
　　　13:30 ～
● 第３回安中市議会定例会一般質問

（予定）　9:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第３回安中市議会定例会一般質問

（予定）　9:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 図書読み聞かせ
　文化センター　14:00 ～ 15:00
● 安中市職員採用試験
　　　9:00 ～
● 福祉ふれあいまつり 2016
　　　9:00 ～ 15:00

● 第３回安中市議会定例会閉会（予定）
　9:00 ～
● 秋の県民交通安全運動（～ 30 日）
● 人権と平和を考える講座（③/⑤）
　　　13:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民献血
　　　10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 15:30
● 初心者パソコン講座
　文化センター
　9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00
● 第 10 回農業委員会総会
　　　11:00 ～

● 人権と平和を考える講座（④/⑤）
　　　13:30 ～
● 初心者パソコン講座
　文化センター
　9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00

行事カレンダー ９月１日→１０月１５日
曜日

木

金

土

日
月

火
水

木

金

土

日
月
火
水
木

金
土

日
29

30

1

2
3

4
5

6

7

8

9
10
11
12
13

14
15

行　　事　　名
● 初心者パソコン講座
　文化センター
　9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
　文化センター
　9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00

● 安中市防災講演会
　文化会館
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 初心者パソコン講座
文化センター　13:00 ～ 16:00

● 人権と平和を考える講座（⑤/⑤）
　　　13:30 ～
● 初心者パソコン講座
文化センター　13:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
文化センター　13:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
文化センター　13:00 ～ 16:00
● TSUKEMEN LIVE 2016
　文化センター　15:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民の茶席（表千家流）
　文化センター　10:00 ～ 15:00
● 初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～ 16:00

９月

※毎週月曜日は市民交通安全日、
　毎月１日は県民交通安全日です。

10月

曜日

木

金
土

日
月

火

水

木

金

土

市民インフォメーション

2016年９月１日号 ２６安中市役所　☎ ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス３８２-1111２７
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松
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　上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。修理代は実費
です。 【安中市管工事協同組合　☎３８５－４４０１】

今川設備
㈲入沢電気商会
碓氷設備
㈲内堀設備工事
㈲金子屋商店
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業

業　者　名 ＴＥＬ ＴＥＬ業　者　名
382-9433
382-1609
381-2730
393-0157
393-0332
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178

㈲武美工業
㈲田中工作所
㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
反町備工
第一設備工業㈲
㈱フェニックス

382-5061
385-4126
385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262

Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

９　　月



　９月は集団検診が、特定・後期高齢者健診と一緒に実施されます。集団検診の大腸が
ん検診容器は、　健康づくり課、　住民福祉課で配布しています。各種個別検診は、市
内医療機関にて実施中です。集団検診または個別検診のどちらかを受診してください。
【持ち物】◎「特定・後期高齢者健診」 → 受診票・受診券、保険証
　　　　　◎「大腸がん検診容器配布・各種がん検診」→ オレンジ色の封筒で送付された受診シール
【問合せ】　  健康づくり課予防係（☎内線1172）

市民インフォメーション

相  談  案  内 ９月１日→１０月１５日

本庁市民課　休日窓口開設日
９月４日・18 日　10 月２日
午前８時 30 分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の発行

健康通信

給水管修理当番業者

Ｃ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｎ・Ｗ
Ｈ・Ｑ・Ｚ
Ｉ・Ｏ・Ｕ
Ｂ・Ｆ・Ｐ
Ｊ・Ｌ・Ｓ
Ａ・Ｔ・Ｖ
Ｍ・Ｘ・Ｙ
Ｃ・Ｇ・Ｋ
Ｄ・Ｒ・Ｗ
Ｅ・Ｎ・Ｚ
Ｈ・Ｕ・Ｑ
Ｂ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｊ・Ｐ
Ａ・Ｌ・Ｓ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

Ｍ・Ｔ・Ｖ
Ｃ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｗ
Ｄ・Ｒ・Ｚ
Ｅ・Ｎ・Ｕ
Ｂ・Ｈ・Ｑ
Ｉ・Ｊ・Ｏ
Ａ・Ｆ・Ｐ
Ｌ・Ｍ・Ｓ
Ｃ・Ｔ・Ｖ
Ｗ・Ｘ・Ｙ
Ｇ・Ｋ・Ｚ
Ｄ・Ｒ・Ｕ
Ｂ・Ｅ・Ｎ
Ｈ・Ｊ・Ｑ

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

Ａ・Ｉ・Ｏ
Ｆ・Ｍ・Ｐ
Ｃ・Ｌ・Ｓ
Ｔ・Ｖ・Ｗ
Ｘ・Ｙ・Ｚ
Ｇ・Ｋ・Ｕ
Ｂ・Ｄ・Ｒ
Ｅ・Ｎ・Ｊ
Ａ・Ｈ・Ｑ
Ｉ・Ｍ・Ｏ
Ｃ・Ｆ・Ｐ
Ｌ・Ｓ・Ｗ
Ｔ・Ｖ・Ｚ
Ｕ・Ｘ・Ｙ
Ｂ・Ｇ・Ｋ

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

10　　月

（９月１日～10月15日）

行政相談
　　　9/1・15　10/6　9時～11時30分
　　　9/5　10/3　13時30分～16時
無料法律相談
　　　9/2・16　10/7　13時～16時
　※要電話予約　　市民生活課（☎内線1207）
人権相談
　　　9/15　13時30分～15時30分
　　　9/16　13時30分～15時30分
家庭児童相談
　電話相談・面接相談（　子ども課）
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～16時
　※要電話予約　　子ども課（☎382-8005）
健康相談（生活習慣病・育児・栄養相談など）
　　　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～17時15分
　※要電話予約　　健康づくり課（☎内線1174）
妊婦健康相談（母子手帳交付）
　　・　　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～17時15分
　※要電話予約　　健康づくり課（☎内線1174）
消費生活相談
　消費生活センター（　敷地内）
　月～金曜日（祝日を除く）９時～16時（☎382-2228）
労働相談
　　　第１・３火曜日　13時30分～16時
　※要電話予約　　市民生活課（☎内線1207）
無料税務相談
　　9/7　10/6　13時～16時　
　※要電話予約　　税務課（☎内線1061）
　　　　　　　　　住民福祉課（☎内線2161）

障害者相談
　知的・身体障害者相談（　・　）
　月～金曜日（祝日を除く）８時30分～17時15分
　精神障害者相談（ヌアリーベ　☎380-5385）
　月～土曜日（祝日を除く）10時～18時
青少年相談
　電話相談・面接相談（　 青少年センター）
　月・火・水・金曜日（祝日を除く）　９時～14時
　※要電話予約（☎393-4777）
介護相談・認知症相談
　電話相談・面接相談（　・　）
　月～金曜日（祝日を除く）　８時30分～16時
　※要電話予約　　介護高齢課（☎内線1189）
　　　　　　　　　住民福祉課（☎内線2151）
心配ごと相談
　地域福祉支援センター
　第2・4木曜日（祝日を除く）９時～11時30分
　　　第９会議室
　第1・3月曜日（祝日を除く）13時30分～16時
青色申告記帳相談
　安中商工会
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～12時
　松井田商工会館
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～17時
交通事故相談
　安中交通安全協会
　月～金曜日（祝日を除く）　９時～16時
　※要電話予約（☎382-0211）
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行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第３回安中市議会定例会開会（予定）
　9:00 ～

● 鳥羽一郎コンサート（ゲスト：石
原詢子）チケット発売日

　文化センター　8:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 第３回安中市議会定例会決算審査
特別委員会（予定）

　9:00 ～
● 第３回安中市議会定例会決算審査

特別委員会（予定）
　9:00 ～
● 人権と平和を考える講座（①/⑤）
　　　13:30 ～
● 体育施設利用者調整会議（10 月～12 月）
　安中地域屋外施設
　　　18:30 ～
　松井田地域屋内外施設
　　　18:30 ～
● 第３回安中市議会定例会決算審査

特別委員会（予定）
　9:00 ～
● 体育施設利用者調整会議（10 月～12 月）
　安中地域屋内施設
　　　18:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第３回安中市議会定例会総務文教

常任委員会（予定）
　9:00 ～
● 第３回安中市議会定例会福祉民生

常任委員会（予定）
　9:00 ～
● 安中市合併記念講演「安中市から世界を見る」

～未来を創る子どもたちと一緒に考える～
　講師　池上彰氏
　文化会館　13:30 ～

休館のご案内

恵みの湯 9/6・20　10/4
峠の湯 9/13・27　10/11
鉄道文化むら 9/6・13・20・27　10/4・11
文化センター （※は図書館のみ休館です）
 9/5※・6・7※・8※・9※・13・
 9/20・27　10/4・11・12
文化会館 9/5・12・20・26・30
 10/3・11

碓氷川熱帯植物園 9/6・13・20・27　10/4・11
スポーツセンター （※は温水プールのみ休業です）
 9/5・12※・20・21・23・26※
 10/3・11
学習の森　　　　　9/6・13・20・21・23・27
 10/4・11・12
いきいき長寿センター 9/5・12・19・20・23・26
  10/3・10・11
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行　　事　　名

● 第３回安中市議会定例会経済建設
常任委員会（予定）　9:00 ～

● 人権と平和を考える講座（②/⑤）
　　　13:30 ～
● 第３回安中市議会定例会一般質問

（予定）　9:00 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 第３回安中市議会定例会一般質問

（予定）　9:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 図書読み聞かせ
　文化センター　14:00 ～ 15:00
● 安中市職員採用試験
　　　9:00 ～
● 福祉ふれあいまつり 2016
　　　9:00 ～ 15:00

● 第３回安中市議会定例会閉会（予定）
　9:00 ～
● 秋の県民交通安全運動（～ 30 日）
● 人権と平和を考える講座（③/⑤）
　　　13:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民献血
　　　10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 15:30
● 初心者パソコン講座
　文化センター
　9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00
● 第 10 回農業委員会総会
　　　11:00 ～

● 人権と平和を考える講座（④/⑤）
　　　13:30 ～
● 初心者パソコン講座
　文化センター
　9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00

行事カレンダー ９月１日→１０月１５日
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9
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15

行　　事　　名
● 初心者パソコン講座
　文化センター
　9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
　文化センター
　9:00 ～ 12:00・13:00 ～ 16:00

● 安中市防災講演会
　文化会館
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 初心者パソコン講座
文化センター　13:00 ～ 16:00

● 人権と平和を考える講座（⑤/⑤）
　　　13:30 ～
● 初心者パソコン講座
文化センター　13:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
文化センター　13:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
文化センター　13:00 ～ 16:00
● TSUKEMEN LIVE 2016
　文化センター　15:00 ～

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民の茶席（表千家流）
　文化センター　10:00 ～ 15:00
● 初心者パソコン講座
　文化センター　9:00 ～ 16:00

９月

※毎週月曜日は市民交通安全日、
　毎月１日は県民交通安全日です。

10月
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市民インフォメーション

2016年９月１日号 ２６安中市役所　☎ ＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス３８２-1111２７
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本

本

ス

ス

ス

松

松

松

松

松

松

　上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。修理代は実費
です。 【安中市管工事協同組合　☎３８５－４４０１】

今川設備
㈲入沢電気商会
碓氷設備
㈲内堀設備工事
㈲金子屋商店
㈲黒須設備工業
群栄工業㈱
児玉工業㈲
㈲佐藤商店
佐藤燃料㈱
㈲渋谷設備
㈲ジーワイ燃設
㈲須藤工業

業　者　名 ＴＥＬ ＴＥＬ業　者　名
382-9433
382-1609
381-2730
393-0157
393-0332
381-1148
393-1012
393-3118
395-2323
381-1111
381-1262
382-2891
388-1178

㈲武美工業
㈲田中工作所
㈱半田組
㈲福美商事
㈲松本住設
㈱茂木設備
㈲山田タイル工業
㈱ヤマハチ・クボニワ
㈱ユタカ
オオカワラ住器
反町備工
第一設備工業㈲
㈱フェニックス

382-5061
385-4126
385-8374
381-0293
385-6278
381-6616
381-0075
381-0435
385-7647
382-1987
384-2058
385-8769
382-5262

Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｖ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｚ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
Ｋ
Ｌ
Ｍ

９　　月



人口と世帯

安 中 地 域
松井田地域
合 計

日本人住民
男 女 男 女
22,455
6,783
29,238

23,024
7,141
30,165

172
28
200

225
56
281

外国人住民

合　計　59,884人
世帯数　24,510
（平成28年7月末日現在）

主な内容
Ｐ２-３　防災　９月１日は「防災の日」です

Ｐ４-５　お知らせします。臨時福祉給付金

Ｐ６　　子ども議会が初めて開催されました

子どもが考える未来
～子ども議会が開会～
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　８月７日（日）に、市内の中学生２２人が子ども議員とな
り参加した「子ども議会」が開催されました。子ども議員
自ら考えてきた質問を本会議場で茂木市長、桑原教育長に
質問し、答弁を受けました。（詳細は、６ページをご覧くださ
い。）

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

「10 周年　ふるさと安中　かがやく未来」
安 中 市 合 併 10 周 年 記 念

キ ャ ッ チ フ レ ー ズ 最 優 秀 作 品

vol.１２６

２０１６
（平成２８年）

２０１６
（平成28年）
９月1日号

ｖоl.１２６

2016年9月１日号 28

皆さんの声をお待ちしております
　市役所　、　、各地区の公民館・生涯学習セ
ンターに、皆さんの声をお聞きするため、「市民
の声」を投函できるポストを配置しております。
　皆さんが日ごろ感じていることやご意見など
をぜひお聞かせください。

本 松

　碓氷峠を舞台とした高低差４００ｍを走破する「碓氷峠ラン１８４」
が今年も開催されます。

エントリー締め切りは、９月１６日（金）となっております。
　申し込みおよび詳細については、碓氷峠ラン 184 のホームページ
（http://www.sanspo-jigyo.com/usuirun/）をご覧ください。
※大会当日は、交通規制もありますのでご注意ください。

　安中市文化センターでは、「TSUKEMEN LIVE ２０１６」を
開催します。２ヴァイオリンとピアノのインストゥルメンタ
ル・ユニット「TSUKEMEN（ツケメン）」。
　マイク・スピーカーなどの音響装置を通さずに、楽器本来の
持つ｢生音｣にこだわったLIVEを世界中で展開しています。
　クラシックはもちろん、映画音楽、ジャズ、ゲーム音楽から
アニメ曲まで多彩な楽曲を演奏する予定です。ぜひ、ご来場く
ださい。
公演日時 ▼10月8日（土）午後３時～（開場：午後２時30分）
場　　所 ▼文化センター　ホール
主　　催 ▼安中市教育委員会
※文化センター窓口にてチケット好評販売中。
※電話受付も行っております。
※３歳以下の入場不可。

「TSUKEMEN LIVE ２０１６」

全席指定
前売
当日

一　般
３,５００円
４,０００円

元シンクロナイズド
スイミング日本代表

大会ゲスト
大会ゲスト

青木愛さんと

　　　一緒に走ろう青木愛さんと

　　　一緒に走ろう

今年も開催決定！

碓氷峠國盗り綱引き合戦！！
今年も開催決定！

碓氷峠國盗り綱引き合戦！！

１０/２２（土）

開催


